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＜会合の概要＞ 

「経営委員会による受信者意見聴取」の平成22年度第３回目は、ＮＨＫが３か年経営計

画で目標として掲げている接触者率の向上を図るにあたり、接触者率の低い 10代・20代の

視聴者の意向を把握したいことなどから、「企画型」として対象を学生に限定し関西学院大

学で実施した。当日は、公募により参加した 34人の学生を４つのグループに分け、各グル

ープにＮＨＫの役員（経営委員、理事）が２人ずつ加わり、「ＮＨＫの接触者率」「受信料」

などのテーマについて意見を聴取した。 

＜会合の名称＞ 

ＮＨＫキャンパス・ミーティング＠関西学院大学 

視聴者のみなさまと語る会～ＮＨＫ経営委員とともに～ 

＜会合日時＞ 

平成 22年５月 19日（水） 午後５時から午後７時まで 

＜出席者＞ 

【経営委員】井 原 理 代（委員） 

大 滝 精 一（委員） 

桑 野 和 泉（委員） 

野 間 光輪子（委員） 

【執行部】 八 幡 恒 二（理事） 

塚 田 祐 之（理事） 

吉 国 浩 二（理事） 

森 本 和 憲（神戸放送局長） 

【視聴者】 公募による学生 34名 

【司 会】 佐伯真規アナウンサー（神戸放送局） 

＜会場＞ 

関西学院会館（兵庫県西宮市上ケ原一番町１-155） 

＜開催項目＞ 

 以下のとおり進行した。 

１ 開会あいさつ 

２ 経営委員による説明（協会の基本方針その他協会の運営に関する重要な事項について）  

３ 意見の聴取（グループディスカッション） 

（１）ＮＨＫへの接触者率について 

（２）受信料について 

（３）どんなＮＨＫであってほしいか 

４ 各グループの学生代表者による発表 
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５ 自由質疑 

６ 閉会あいさつ 

「視聴者のみなさまと語る会」終了後、制作局の福田貴美子チーフ・プロデューサーに

よる『トップランナー 制作の舞台裏』と題した講演を行った。 

 

 

＜概要・反響・評価＞ 

 

◇テレビのお知らせのほか、ホームページとチラシで参加者の募集をしたところ、計 59名

の参加申し込みがあった。会場の収容力の範囲内であることや、できるだけ多くの学生

の方々に参加いただきたいということから全員に案内を送付した。当日は、34名が来場・

参加した。 

 

◇会合は、経営委員による説明のあと、「ＮＨＫへの接触者率」「受信料」「どんなＮＨＫで

あってほしいか」の３つのテーマについて、４つのグループに分かれグループディスカ

ッション形式で進行し、最後に全体でテーマを設定しない自由質疑の時間を設けた。 

 

◇当日も意向収集のアンケート調査を行い、参加者のうち、32 名から回答があった。参加

者の満足度については、「たいへん満足」あるいは「満足」と答えた人が 31名、「ふつう」

と答えた人が１名であった。 
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＜ 開 催 内 容 ＞ 

 

（野間委員） 

◆協会の基本方針・重要事項を説明 

  ○ 経営委員会の役割は、ＮＨＫの経営方針を議決することと、ＮＨＫ執行部の職務の

執行を監督することです。また、経営委員の中から監査委員が任命され、監査委員

会は経営委員会を含む役員の職務執行を監査します。このように、平成20年４月１

日の放送法の改正により、経営委員会の機能・権限が一層明確化されました。 

  ○ その権限を正しく行使するために、視聴者の皆さまのご意見を直接伺う「意見聴取」

を行うことも放送法に定められました。視聴者の皆さまのご意見を伺って、経営委

員会の運営に生かしていきたいと思います。 

   ○ ＮＨＫでは、平成 20 年 10 月に平成 21 年度から 23 年度の３か年経営計画を公表し

ました。経営計画では、「いつでも、どこでも、もっと身近にＮＨＫ」をスローガン

として、「ＮＨＫと視聴者のみなさまをつなぐ２つの経営目標」を立てました。１つ

目は、ＮＨＫへの接触者率を 23 年度末までに 80％にすることです。接触者率とは、

１週間に５分以上インターネットなども含めたＮＨＫのメディアに接触した方の率

です。60 代以上の方々は 90％以上ありますが、10 代 20 代 30 代では 60％程度にと

どまっています。どうしたら若い人たちにＮＨＫを見ていただけるのかを一生懸命

考えています。２つ目は、受信料の支払率を 23 年度末までに 75％、25 年度末まで

に 78％まで高めることです。 

経営目標の実現のために具体的な９つの経営方針を立てました。 

・方針１ 視聴者のみなさまの信頼を高めるため組織風土改革に全力をあげます 

・方針２ 日本の課題、地球規模の課題に真正面から向きあいます 

・方針３ 放送・通信融合時代の新サービスで公共放送の役割を果たします 

・方針４ 地域を元気にするための拠点となります 

・方針５ 日本を、そしてアジアを、世界に伝えます 

・方針６ 円滑な完全デジタル化に向けて重点的に取り組みます 

・方針７ 構造改革を推し進め効率的な体制で受信料の価値をより大きくします 

・方針８ 受信料を公平に負担していただくための取り組みを強化します 

・方針９ 環境経営に着実に取り組みます 

これら２つの経営目標、９つの経営方針を着実に遂行することで、平成 24年度から

受信料収入の 10％を視聴者の皆さまに還元する計画です。経営委員会は、これらの

計画が着実に実行されているか、その進ちょく状況を常に検証し、執行部を監督し

ています。 

  ○ 平成 22年度の収支予算・事業計画について 

・平成 22年度事業収入 6,786 億円のうち受信料収入は 6,550 億円で、21年度予算に

対し、60億円増を見込んでいます。事業支出は、6,847 億円です。地上テレビ放

送の完全デジタル化のための追加経費などの影響により、収入から支出を差し引
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いた事業収支差金は 61億円不足の赤字予算となります。赤字分については、これ

までの繰越金の一部で補てんします。地上テレビ放送の完全デジタル化に向けた

設備の整備や放送会館等の整備のための建設費は 790億円です。 

   ・22年度末の受信料支払率は、73.4％を目指します。 

・来年2011年に迫った地上テレビ放送の完全デジタル化に向けた取り組みを継続し

て行い、『ニュース』『報道番組』をはじめ、『ドラマ』『娯楽番組』『ドキュメンタ

リー』『科学番組』などのほか、地域、防災、福祉などの問題について、視聴者の

皆さんとともに考え、ともに作る番組やイベントに取り組みます。 

   ・テレビを軸としながらも、インターネットや携帯端末などへも公共放送としての

確かな情報や魅力的なコンテンツをお届けします。一昨年 12月にスタートしたＮ

ＨＫオンデマンドについても一層の充実を図ります。 

   ・ＮＨＫの事業支出のうち「国内放送番組の制作と送出」に事業支出全体の 71.3％

を充てています 

  ○ 22 年度は３か年経営計画の２年目として、計画を達成するための取り組みを確実に

進める大変重要な年です。経営委員会としても執行部とともにそれぞれの役割を全

力で果たしていきたいと考えています。 

 

 

 

＜グループディスカッションの概要＞ 

 

各グループには、以下のとおり経営委員と理事・神戸放送局長が参加した。 

 

Ａグループ 

 井原 理代 委員、塚田 祐之 理事 

Ｂグループ 

 大滝 精一 委員、森本 和憲 神戸放送局長 

Ｃグループ 

 桑野 和泉 委員、八幡 恒二 理事 

Ｄグループ 

 野間 光輪子 委員、吉国 浩二 理事 
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《Ａグループのディスカッションの概要》 

 

第１のテーマ：ＮＨＫへの接触者率について 

 

（井原委員） 

テーマは３つです。１つ目は、経営計画の２目標の１つである接触者率をどうやったら

高めていけるか、何か秘策があるかということ。２つ目は、受信料に支えられているので、

その受信料についてのお考えをお聞きしたいということです。３つ目は、皆さんがＮＨＫ

に対して期待したり考えたりしていることを伺いたいと思います。まず、「ＮＨＫの接触者

率を３年後に80%に高めたい」ということについて伺います。60歳以上の方は90%以上が接

触いただいているのですが、皆さんのような若い世代は60%に満たないぐらいしかないのが

現実です。日ごろ民放でもよいのでどんな番組を見ることが多いのか、また、どんな理由

でその番組を見ることが多いのかをお聞かせください。 

【参加学生】 

◇高校野球の放送をよく見ています。民放ではアルプススタンドの様子などが放送され、

内容がバラエティーに富んでいておもしろいです。でもＮＨＫは形式張っているところ

があります。ＮＨＫには過去に放送された『ＮＨＫ特集 江夏の21球』のようなドキュメ

ンタリーを作ってほしいです。すばらしい作品が絶対できると思います。 

◇ふだんあまりテレビは見ません。家に帰ってきてテレビをつけたときに見るぐらいで、

おもしろいニュースやバラエティー番組があれば見ます。以前は、『その時歴史が動いた』

など見ていましたが、ＮＨＫは遊び心がある番組が少なくてまじめな番組が多い。ちょ

っと抜きがない感じがします。それで民放に走ってしまう傾向になります。 

◇スポーツ観戦が好きなので野球中継とかスポーツニュースは欠かさず毎日見ています。

ＮＨＫの高校野球の中継は、枠がだいたい決められていて民放と比べると応用がないと

いう印象です。選手の家庭のことなどあまり詳しく紹介されませんが、普段どんな人物

なのかなども知りたいと思います。 

（塚田理事） 

 私は30年間報道番組に携わってきました。『江夏の21球』の途中経過も知っておりますが、

特集番組と違い野球中継の場合、ＮＨＫは試合そのものを伝えるという感じです。しかし、

視聴者の立場からすれば、その選手の背景などいろいろなことを知りたいということです

ね。 

【参加学生】 

ふだんあまりテレビは見ないのですが、学校やアルバイトとかで疲れて帰ってきたとき

にニュースとか硬い番組を見るよりは、リフレッシュできるようなバラエティーやドラマ

を見る機会が多いです。また、私は歴史に興味があり『龍馬伝』は見ております。歴史の

番組は結構充実していると思いますが、ＮＨＫはドラマの種類が少ないという印象です。

もう少し充実したほうが、若い世代の人たちはもっと見てくれるのではないかと思います。 

（井原委員） 
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 火曜日の夜10時には、新しい傾向のドラマにも取り組み始めていますが、まだまだ不十

分といった感じでしょうか。 

（塚田理事） 

 こちらだと関西テレビでしょうか。月曜日の夜９時に東京ですとフジテレビが、いわゆ

るトレンディードラマを放送していますが、どんなドラマを見てみたいですか。 

【参加学生】 

◇もっと若い人に見てもらうには、もう少し旬の俳優を起用したほうが、見る人が増える

のではないかと思います。 

◇トレンディードラマもよいですし、もう少し軽い気持で見られるようなドラマが見たい

です。 

◇私もＮＨＫに対しては、すごく硬いとかきちんとしているイメージがあります。どうし

ても帰宅して、テレビをつけたときに民放のほうを選びがちになります。民放は画面も

鮮やかで派手だし、テンポがよくておもしろい内容が多いです。 

◇民放は旬の俳優がたくさん出演しているというイメージであり、実はあまりＮＨＫは見

ません。ＮＨＫは逆のイメージを取り払うことが大事なのではないかと思います。 

（井原委員） 

 ＮＨＫを見ない理由もあわせて、ふだんどんな番組をご覧になっているかお話していた

だけますか。 

【参加学生】 

◇私は茶道をしているので教育テレビで茶道の番組が放送されているときは、毎週見てい

ました。また、第２外国語のフランス語講義を受けていたときもフランス語の番組を見

ると現地の景色もたくさん出てきて楽しかった。勉強したいことがあるとＮＨＫを見ま

す。でも気分転換をしたいときやリフレッシュしたいときは、民放を見てしまいます。

笑うことで気分転換になるし、ＮＨＫにはお笑い番組が少ないと思います。 

◇僕は、中学生まで海外に住んでいました。海外で放送される日本のテレビ番組は、ＮＨ

ＫとＢＳしかなかったので結構見ていました。それだけで十分、日本の情報や日本がど

うなっているのかがわかりました。そう考えると、やっぱりＮＨＫは見ていて飽きない

番組を放送していると思います。ただ日本に住むようになってからは、情報は普通に入

ってくるので、やっぱり自分が見ていておもしろいと思うような民放のバラエティー番

組を見るほうが多くなりました。 

（井原委員） 

海外で見ていたような情報を国民の皆さんに提供することはＮＨＫの大事な役割でもあ

ります。どうしてもそういったところが硬いという印象になるのかもしれません。 

【参加学生】 

私の住まいは山の中で、ＮＨＫラジオしか受信できないためよく聴いています。ほんと

うに内容が濃くて暮らしに役立つ情報がたくさんあり、先日も講義でスピーチの題材にさ

せていただきました。しかし、私も街中に住んでいれば、私の友人やまわりの人のように

ＮＨＫをあまり聴かないと思います。理由は、音楽番組が少なく若い人が聞きたい音楽が
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あまり流れません。ＮＨＫは、深く突き詰めていく能力やノウハウを番組に役立てたらよ

いのではないかと思います。 

また、火曜日10時のドラマ『離婚同居』がとてもおもしろく、阿部サダヲさんと佐藤江

梨子さんという旬の俳優が出演していて、妥協せず突き詰めて作っているというイメージ

があります。ＮＨＫは硬い雰囲気は生かして、医療系や刑事もののドラマを制作すれば、

すごく期待してもっと見てもらえると思います。 

（井原委員） 

 皆さんのさまざまなご意見をどうやって実現したらよいかということになりそうです。 

（塚田理事） 

 皆さんから疲れて帰宅して気分転換をしたい時にテレビを見るというご意見が出されま

した。そうした環境のなかでテレビだけではなくＮＨＫは携帯とかインターネットとかい

ろいろ展開していますが、そうしたメディアとの接触はどうなのでしょうか。 

【参加学生】 

昔は、テレビはすごく高級品だったけれども今は自分の部屋にもテレビがあります。イ

ンターネットなどの媒体もありますが、テレビはＢＧＭ化しているような気がします。や

はりテレビを見ようと思えるような番組を作ることが大事だと思います。 

（井原委員） 

 私は大学に勤めておりましたので、夜までゼミを長びいて開いていると学生から「もう

やめてください。家に帰ってドラマを見ないといけないから」と言われるぐらいにトレン

ディードラマが話題になっていたことがあります。今はそういったことはあまりないので

すか。 

【参加学生】 

あります。ただ民放のドラマが多いです。ケーブルテレビで放送している海外ドラマな

どもあります。今だったら『ゴシップガール』がはやっています。ほかに『ＴＨＥ ＯＣ』

は、雑誌でも取り上げられていて、ファッションに興味があるような若い女の子は、みん

な録画しており学校でも話題になっています。 

（井原委員） 

 ＮＨＫにもそういったドラマが出てくると皆さんが見てくれるのかもしれません。 

【参加学生】 

◇私の周りでは歴史もののドラマを見ている人も多いです。『龍馬伝』は、旬な俳優が多く

出演しています。人に薦められて見始めると最初はちょっと硬いイメージがありました

が、勉強にもなりました。すごくおもしろかったっていう人もたくさんいます。 

◇１話目を見逃すともういいかなと思ってしまいます。まずは見てもらうことで、案外お

もしろいと思うこともあるのでもう少し宣伝をしたほうがいいと思います。 

（井原委員） 

 最近、番組の宣伝をもっとしたほうがよいというお声と少し宣伝し過ぎではないかとい

う両方のご意見を聞くのですが、宣伝の方法が悪いのでしょうか。 

（塚田理事） 
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 皆さんは、ＮＨＫの番組情報はどこから入手されますか。番組と番組の隙間のスポット

で見てみたいと思うことはありますか。あるいは、インターネットや新聞などでしょうか。 

【参加学生】 

◇親がテレビをつけるので、たまたまいっしょに見ていておもしろいなと思ってそのまま

見たりすることはあります。でもきっかけは私ではありません。 

◇『冬のソナタ』のように放送４、５回目から口コミでどんどん広がったというケースも

あります。韓流ブームの火付け役になったのは『冬のソナタ』をいち早く韓国から購入

したＮＨＫがきっかけだと思います。 

◇民放はどうしてもＣＭを入れなくてはいけないのですが、ＮＨＫは話のつながりが途絶

えず集中できます。最後まで見ることができるのはメリットだと思います。 

（井原委員） 

 皆さんは実際には１週間にＮＨＫになんらかの形で５分間以上接触していますか。 

【参加学生】 

◇９時のニュースとかは見ていますが、毎日定期的に見ているわけではありません。 

◇ニュースぐらいしか見ていません。 

（井原委員） 

 ＮＨＫのニュースの信頼感はありますか。 

【参加学生】 

◇一番信頼感はあります。 

◇速報など一番信頼があると思います。 

◇地震や台風が起きたときには、やっぱり最初に見るのはＮＨＫです。ほかの番組を中止

してまで地震や台風情報を放送するのは民放にはできないことで、自然災害があったら

やっぱりＮＨＫを先に見ます。こういう部分はＮＨＫのよいところだと思います。 

 

 

第２のテーマ：受信料について 

 

（井原委員） 

 災害放送やニュースをきちんと公正・公平に国民・視聴者の皆さんにお伝えするために

は財源が何かに偏っていたのでは、公正で公平な情報提供ができないことがあります。受

信料というのは、私たちにとって公共放送を守るために大切なものです。現在、受信料の

支払率は72.2％です。 

（塚田理事） 

 約４人のうち３人は受信料をお支払いいただいているということになります。 

（井原委員） 

 公平にご負担いただきたいので、これを改善していきたいというのが願いです。さて受

信料額は、地上契約で１か月1,345円で、衛星契約はこれに945円加算されます。この金額

については、高いと思いますか。それとも安いと思いますか、適当だと思いますか。 
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【参加学生】 

やっぱりＮＨＫを見ていない方からすれば、なんでそんなに払わなくてはいけないのか

と思う方もいると思います。 

（井原委員） 

 地震や災害の際に情報をきちんと提供する役目もあり、それを支えていただく環境作り

という考え方もあります。やはりどうしても見ていないのに払うのはなぜなのかという考

え方になりますか。 

【参加学生】 

私は、公平に受信料を負担するという考え方を今知りました。ＮＨＫ職員の給与や機材

にすごく経費がかかるので、そのために受信料を払っているというイメージを持っていま

した。もっと素直に公平な負担を伝えることができれば、支払率が上がるのではないかと

思います。空気のような存在になっているので、もう少し強く訴えてもよいと思います。 

（井原委員） 

 民主主義の基本というのは、等しく国民、市民が公正な情報を得て、それに基づき自分

で判断することだと思います。その情報を提供することは、いわば国民的な社会基盤なの

ではないかと思います。その社会基盤を国民の皆さんで支えるのが受信料制度だとご理解

いただきたいと思います。 

【参加学生】 

それが伝わっていないというのが現状だと思います。また民放のチャンネルが多くあり

同じように見ているのになぜＮＨＫだけは支払わなくてはいけないのかという部分は、多

少ならずともあると思います。 

（井原委員） 

 海外の国際放送で、生活に安心を与えるような情報や日本の状況とかを見て、今話しま

したような役目をＮＨＫは持っていると思われないですか。 

【参加学生】 

金額で払ってもらえるようなものではないと思います。500円だったとしても一人暮らし

の人とか払えないと思います。金額ではなくて今話されたようなことが一般に知られてな

いのだと思います。正しいことを知らないままだったら、たぶんほとんどの人が見ていな

いのに払うのはおかしいという考え方を持ったと思います。私もさっきまでそう思ってい

ました。 

（井原委員） 

 受信料の性質をきちんと皆さんにご理解いただく必要があるということですね。 

【参加学生】 

◇民放のワイドショーでＮＨＫはこれから受信料を支払っていない方を追いかけてまで徴

収するといった報道がされていました。そのとき民放のコメンテーターが、ＮＨＫはこ

こまでするのかと批判的な発言をしていました。今お聞きしたような公正・公平な情報

を提供するなどといったことはまったく触れていませんでした。大事なことは伝えなく

ては、誤解や勘違いを招いてしまうと思います。 
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◇受信料を支払っていない人は、ほんとうにＮＨＫを見ていない人が多いと思います。例

えば、各家庭にＮＨＫの番組表や冊子を無料で配布して興味を持ってもらうというのは

どうでしょうか。グッズなんかを配ると問題なので、番組の冊子を無料で配布し促進し

ていくのがいいと思います。受信料には強制力がなく、法律的な義務ではないですよね。 

（塚田理事） 

規定はありますが、罰則はないです。罰則を設けると受信料の性格を大きく変えるので

はないかと思います。民放で取り上げられていたのは、いろいろとご説明してもご理解い

ただけない場合は、未払いの部分を請求させていただくということを今始めているという

話です。 

（井原委員） 

 それでは、受信料は高いと思われますか。 

【参加学生】 

 お金の問題ではないと思います。ＮＨＫがいいと思ったら当然受信料も払うわけです。

最近、天気は携帯でよく調べます。情報を入手するには、いろいろメディアがあります。

しかし、ＮＨＫが公正な情報を提供するというコンセプトをしっかりと伝えていけば絶対

に払う人は増えると思います。僕もそれを聞いて将来一人暮らしや家庭をもったときには、

受信料を払おうと思いました。もしこの話を伺っていなければ絶対に払っていないです。 

（井原委員） 

 やはり受信料の性格や公共放送の役割をきちんとあわせて、ご説明しご理解いただくこ

とが大事だと受け止めました。 

（塚田理事） 

 公平公正な情報を伝えるために、受信料で支えていただきたいということをＰＲしてい

るつもりですが、どうしたら伝わりますか。 

【参加学生】 

◇民放と比べるとプロモーションがちょっと弱いと思います。 

◇雑誌の番組情報などでも民放に比べてＮＨＫの番組情報は少ないと思います。インター

ネットを見ていてもｍｉｘｉやＹａｈｏｏ！のヘッドラインニュースにも民放のドラマ

の主役は誰とかっていうのは結構書かれていますが、ＮＨＫに関しては大河ドラマ以外

で見たことがありません。支払率を高めるには、自分がＮＨＫに触れているという意識

を高めないとだめだと思います。 

◇番組情報とか受信料のＰＲの冊子を配ると、なんだか押しつけがましくて、たぶんその

まま見ない人もたくさんいると思います。だから私はそういうものを送ってもあまり意

味がないと思います。自分がすごくＮＨＫを利用しているという意識が高まることが一

番大切だと思います。私と同じ世代の人にこういう番組を知っているかと聞いても知ら

ないと答える人が多く、やはり宣伝不足だと思います。 

（井原委員） 

 とにかく接触して、知っていただくことが大事だと思っています。そのためには、ＮＨ

Ｋのテレビの中でＰＲしても見ていないわけですから、別の形でＰＲしなくてはだめだと
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いうことですね。 

【参加学生】 

◇ＮＨＫの番組を見ていない人はそもそもＮＨＫのチャンネル自体にあわせない。テレビ

雑誌とかにも情報が少ないと見る人も少ないのかなと思ってしまいます。 

◇民放だと、同じ局で放送している別のバラエティー番組などに番組宣伝で出演していま

す。また雑誌の表紙を飾ったり、「今、この番組に出演しています」というクレジットが

書いてあったりします。そういったことも効果的なのではないかと思います。 

（井原委員） 

 以前に比べればＮＨＫも番組宣伝を放送の中で行なうようになりました。ご覧になった

ことはありますか。 

【参加学生】 

 あります。たまたま夜中に民放が一斉に番組が終わったあと、ＮＨＫはどんな放送して

いるかなと見ていたら、ＢＳで番組宣伝をしていました。ショパン生誕200年を祝うピアノ

の名曲コンサートの内容でした。ぜひ見たいと思って録画して見ました。 

（井原委員） 

 やっぱり皆さんに知っていただく広報活動が必要なのですね。 

（塚田理事） 

 たまたまではなく、ちゃんと見ていただける方法が必要ですね。 

 

 

第３のテーマ：どんなＮＨＫであってほしいか 

  

【参加学生】 

 私は、硬いというイメージを全部取り払う必要はないと思います。これを取り払うと民

放と同じようになってしまいＮＨＫの価値がなくなってしまうと思います。それを残しつ

つ、もう少し親しみやすいＮＨＫを目指してほしいと思います。 

（井原委員） 

 硬くはないけれど親しみやすい。すごく難しいけれども私も含め執行部もよく検討して

いることですが、なかなか具体的な像にならないことでもあります。 

（塚田理事） 

 よく言われることなのですが、小さいころは『おかあさんといっしょ』を見ていたけれ

ど小学校に入学するとしばらくＮＨＫから離れていく傾向があります。これがどうしてな

のだろうかと思っています。 

（井原委員） 

 『おかあさんといっしょ』は、「硬いけれど親しみやすい」というカテゴリーに入るのか

もしれないですね。 

【参加学生】 

◇ハイビジョンでどの局よりも一番に最新の映画を取り上げてみてはどうでしょうか。 
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例えば、『タイタニック』はどこの民放が最初に放送するかというのが話題になったこと

があります。視聴率もたいへん高かったです。どんなことでもよいのですが最初にする

ことがものすごいＰＲになると思います。 

◇情報や知識を入手するときはテレビに頼っていません。テレビは時間がかかります。 

どんな出来事が起きたのかを調べるには、インターネットや本や文献などを読んだら一

瞬にしてわかります。ＮＨＫには独特のよさがあり、奥深さや歴史の壮大さとかがわか

るような番組はこれからも大事にしてほしいです。それからＮＨＫは公正なニュースを

提供していると僕は信じたいです。その信念だけは貫き通していただけたら、僕はそれ

でいいと思っています。たまにはちょっと抜いた感じのものも必要だと思いますが、そ

れほど崩す必要はないと思います。 

（井原委員） 

  「抜き」というのは、若い方にとってはおしゃれな感じなのかもしれませんね。 

【参加学生】 

◇茶道やピアノなど趣味のことをさらに広げてくれるようなものをＮＨＫに期待します。

『趣味悠々』などで再放送しすぎじゃないかとはじめは思っていましたが、１回見逃し

たとき再放送もやっぱりほしいと思いました。だから親しみやすさを重視しすぎて趣味

の番組を減らされるのはちょっと困ります。 

◇朝の連続テレビ小説は、土曜日にまとめて再放送しているので平日の朝が忙しい人にと

っては、土曜日の時間のあるときに見ることができていいと思います。大河ドラマも違

う時間帯で再放送されています。民放だと新しい番組は、すぐには再放送にならないの

ですごくいいと思います。 

◇教育テレビは子どものためというイメージがありますが、最近、トータス松本さんの影    

響で『みいつけた！』という番組を見ました。普通なら絶対に見ないと思うのですが、

意外なキャスティングがきっかけで僕らの年代が見てもおもしろいんだと思えることも

あります。もう少し大人向けにするとか、大人と子どもが楽しめる放送にしてもいいと

思います。 

◇ＮＨＫはとことんコアなものを放送する番組の枠を作ってもいいかなと思います。僕は

野球が好きなので、野球選手を毎週１人追いかけるとかどうでしょうか。また、ドキュ

メンタリーにしてもＮＨＫでは長く時間をとってもらえるので、そういったところは生

かしてもらいたいです。 

◇すごく女性っぽいイメージがあります。ＮＨＫは空気のような存在になっていると思い

ます。でも今の時代は、女性でも前に出てきて社会に進出しています。やっぱりＮＨＫ

自体もそういうイメージを作っていかれたほうがいいのではないかと思います。 

◇ＮＨＫはレベルが高くコアですごくいい番組を作っていますが、放送する時間帯に問題

があるかもしれません。私たちが帰宅する10時とか11時には、民放は私たちをターゲッ

トにして見たくなるような番組を放送しています。ＮＨＫがドキュメンタリーや田舎を

訪ねたりするような番組を放送されても潜在的に見なくなってしまいます。 

（井原委員） 
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 ＮＨＫは、空気のようだというお話がありました。こんなにやっているんだぞというよ

うなアピールをしない、もしかしたら奥ゆかしいところがあるんでしょうか。 

【参加学生】 

◇たまにＮＨＫを見ると言葉づかいがとても硬い印象があります。ナレーションの人のし

ゃべり方もほんとうに硬いです。そういう部分でみんなの意識のなかにＮＨＫは硬いと

いうイメージができていると思います。たまには僕らの世代に人気がある人が起用され

たりすると、ファンの人たちもちょっと見てみようかなと思うのではないでしょうか。 

◇少しアナウンスの勉強をしているのですが、やっぱりＮＨＫを参考にしています。きれ

いな言葉で癖もなく、日本の軸になっていると思います。番組によっては、やわらかい

言葉づかいをするものも必要ですが、ニュースはきちんとしてほしいと思います。硬い

イメージを残しつつも親しみやすい番組をミックスして扱っていってほしいと思います。 

（塚田理事） 

 ＮＨＫネットクラブは、例えば、会員登録してこういう番組が見たいと登録しておくと、

「いついつこういう番組が放送されます」というお知らせをメールでお送りするサービス

を行っていますので活用していただければと思います。 

（井原委員） 

 皆さんは、よくご覧いただいていると強く思いました。皆さんの意見を生かせるように

理事の方々を激励していきたいと思います。 

 

 

 

《Ｂグループのディスカッションの概要》 

 

第１のテーマ：ＮＨＫへの接触者率について 

 

（大滝委員） 

 はじめに皆さんは日ごろどんな番組をご覧になっているかお聞きします。これはＮＨＫ

に限らず民放でもかまいません。 

【参加学生】 

◇テレビ番組が好きで何でも見ていますが、よく見るのはバラエティー番組やクイズ番組

です。親とかといっしょに見ることで会話も増えます。特にクイズ番組は家族団らんで

見ることができると思います。 

◇あまりテレビを家で見る時間がないので、朝、ニュース番組にバラエティー要素が取り

込まれている『ＤＯＮ!』や『スッキリ!!』などを見ています。母が、『ＥＲ』が好きな

のでいっしょに見ています。 

◇やはりバラエティー番組やドラマが多いです。ＮＨＫでは『サラリーマンＮＥＯ』や『着

信御礼！ケータイ大喜利』のほかは、ドラマを見ています。 

◇見られるとしたら朝の番組や深夜番組です。朝ごはんを食べるときには母がいつもＮＨ
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Ｋの朝ドラを見ているので、いっしょに見ています。 

◇ＮＨＫではよく国会中継とかドキュメンタリーを見ます。昔は、『生きもの地球紀行』を

見ていました。周りの人に聞いたら『ＮＨＫスペシャル 激流中国』がよかったという人

もいました。なんの飾りもなく知らない地域を撮影して伝えるという部分が好きです。

あとは映画もよく見ています。 

◇あまり家にいないのですが、朝のニュース番組や深夜番組を見るほうです。父がＮＨＫ

をずっと見ているのでニュース番組は、よく見ます。深夜番組では『着信御礼！ケータ

イ大喜利』が好きで、高校生のとき、友達といっしょに投稿して「選ばれた、選ばれて

ない」ということはありました。またこの会に参加するために、ＮＨＫの先輩に聞いて

ドキュメンタリーを見ています。 

◇大学に入学してテレビを見る時間が減りました。休みの日には映画が好きなのでＷＯＷ

ＯＷをずっと見ています。今はニュースの勉強をしているので『週刊こどもニュース』

を録画して見ています。また、『めざせ!会社の星』は、おもしろいなと思って見ること

があります。普段は 10チャンネルのニュースはよく見ています。 

◇私は、皆さんと同年代ぐらいの子どもをもつ大学院生です。よくテレビを見ています。

ただ、チャンネル権は全部奪われているので子どもが見るバラエティーや歌番組、韓国

ドラマを見ています。ＮＨＫの番組では、『紅白歌合戦』、『龍馬伝』やニュース番組は見

ていますが、最近感銘を受けたのは『ハーバード白熱教室』です。ハーバードの学生何

百人という相手の授業で、授業の中身も学生の態度も勉強になります。やはり日本人と

は違っていて、ある種の感動です。ああいう番組はぜひ続けていただきたいと思います。 

（大滝委員） 

ＮＨＫに限らずいろいろな番組をたくさんご覧になっていることを知ることができまし

た。皆さんの中であまりＮＨＫの番組を見ないという方がいらっしゃいましたが、その理

由は何でしょうか。 

【参加学生】 

国会中継で言い合っているのは好きですけれど、民放では他の番組を放送している。夜

の時間だと民放はバラエティーとか放送していますが、ＮＨＫはニュースばっかり放送し

ています。ニュースを見たいときもあるけれど、そうじゃないときは、民放にチャンネル

を変えてしまいます。番組を見る時間帯に見たい番組がないという問題があります。 

（大滝委員） 

 ある時間の中で、いろんなバラエティー要素のある番組を見たいということでしょうか。 

（森本局長） 

 総合テレビと教育テレビのことですか。衛星放送はご覧になられていますか。 

【参加学生】 

 何か楽しめるような番組が見たいというのはあります。衛星放送は見ていません。 

（森本局長） 

 ＮＨＫにも衛星放送を含めて、もう少しバラエティー要素のある番組もあるにはありま
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す。 

【参加学生】 

◇僕は一人暮らしで、ＷＯＷＯＷとかも見ると料金が重なって生活も厳しくなるので、た   

ぶん今の大学生だとＮＨＫは総合テレビと教育テレビのみを見る学生が多いと思います。

個人としては教育よりも総合テレビのほうをよく見ます。 

◇昔は、子どもが『天才てれびくん』をよく見ていました。最近は、バラエティー番組を

見るときでもＮＨＫではなく民放のほうを選んでいるようです。それはたぶん砕けてい

るからだと思います。ＮＨＫの番組は安心感があり非常に管理されてて危なげがないん

です。民放は危なっかしいけれど、そのかわりにおもしろいのだと思います。 

◇ＮＨＫの番組は、『天才てれびくん』のような子ども向けの番組と私たちの世代を飛び越

えた60代ぐらいの方向けの番組といったように対象の年齢層が２つに分かれていると思

います。例えば、民放のバラエティー番組だと笑える機会があるけれど、ＮＨＫの番組

だとなかなか笑えません。ニュースを見るならばＮＨＫは魅力があります。アナウンサ

ーはカメラをずっと見て下を向くこともまったくないし、すごく徹底していると思いま

すが、家にいるときはゆったり笑いがほしいという思いがあります。 

（森本局長） 

 カメラをずっと見ているのは、プロンプターといってそこに原稿が見える仕組みがあり

ます。だから一生懸命原稿を覚えてしゃべっているというわけではないんです。 

（大滝委員） 

 つまり下をむいて原稿を読むということをしなくていいんです。 

【参加学生】 

◇知り合いのアナウンサーの方から、どれだけ目をきょろきょろせず、棒読みにならずに

原稿を読めるようにしているかという話を聞いたことがあります。 

◇父から、女の人がおもしろい体操をしている番組を録画して見せてもらいました。おも

しろかったのですが、背景も真っ白でもう少し視覚的に明るい感じにしたら見ようかな

と思うのにと思いました。堅苦しいイメージがあるのでそれを無くしていけばいいので

はないかと思います。 

◇帰宅して音がほしいと思ってテレビをつけます。でもＮＨＫの番組はやっぱり高齢者向

けのものがとても多いので静かなイメージです。民放だと騒がしく音があるので安心し

て見られます。それとＮＨＫの番組は、集中しないと途中で意味がわからなくなってし

まいます。民放だと途中から見ても大抵の意味が分かり、ＣＭがあるのでその間に何か

をできるのでＮＨＫより民放のほうをよく見ます。 

（大滝委員） 

 次に放送以外で携帯とかパソコンなどのメディアへの接触のしかたや、こんなサービス

をしてほしいというような希望、また接触者率を上げるためにはこんなことをしてみたら

いいのではないかといった提案など普段から考えていることをお話いただければと思いま

す。 
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【参加学生】 

◇ＮＨＫの番組宣伝は、形式的でちょっと硬いと思います。最近はだいぶ砕けてきている

とは思いますが、民放と比べるとフランクさがないと思います。接触が少ない分、番組

を知る機会というのが民放に比べて少ないと思います。民放の場合は、ニュース番組の

ときにもエンターテインメントコーナーで次のドラマの紹介があったりします。 

◇私は、ＮＨＫを見るときは基本的に知識を得たり勉強のために見たりすることが多いで

す。『週刊こどもニュース』は、セットもキャストも明るくてとてもおもしろかったので

すが、高校生のとき見ていた数学や英語、歴史の番組は、セットも色味が少なかった。

講師の方もお年をめされていたのでたまに聞き取りづらいところもありました。新しく

はじまる科学番組の番組宣伝は、すごくおもしろかったです。 

◇やはり番組宣伝が少ないと思います。『着信御礼！ケータイ大喜利』は友達の紹介で番組

の存在を知りました。民放ですと梅田に行けば、看板に挟まれたサンドウイッチマンが

「次のドラマはこれをやります」と目を引きます。ＮＨＫは知る機会が少ないので、イ

ンターネットで何か違うサイトの広告が出てくるような仕組みを考えてみてはどうでし

ょうか。また、たまにＮＨＫを見るとまじめにやっているときのミスとかが一番おもし

ろいです。 

（森本局長） 

 かつては他のメディアで番組を紹介する機会は少なかった。自分のテレビやラジオを使

ってＰＲを完結すればいいという考えでした。最近は、例えば『ニュースＫＯＢＥ発』の

地域番組で、来週はスタジオから外に出て宝塚と伊丹、尼崎で放送しようと考えています

が、その宣伝をバスの吊り広告や駅のポスター掲出など工夫をしているところです。 

【参加学生】 

接触者率を上げるためには、例えば『龍馬伝』でいえば、時代劇だとしても若い世代に

人気のある宮﨑あおいさんとかが出演していたら「この人好きだから見よう」と思う。そ

ういう広がりがあると思います。 

（大滝委員） 

 若い人たちにアピールできるような出演者にしたらいいのではないかという意見ですね。 

（森本局長） 

 『龍馬伝』の福山雅治さんのポスターは、たいへん人気があります。 

（大滝委員） 

 それでは、『３－Screens』などについても、「もっとこんな工夫をしたら接触者率が上が

り、若い人たちも見るんじゃないか」などの提案やアイデアを持っている方はいませんか。 

【参加学生】 

◇携帯やパソコンにホームページぐらいはたぶんあるだろうと思っていましたが、特に携

帯でやっていること自体をよく知りませんでした。 

（森本局長） 

 もっと宣伝しなければいけないですね。 
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【参加学生】 

◇きょう配られた資料を見て初めて知りました。 

◇ＮＨＫオンデマンドについてもきょう初めて知りました。そういうサービスが今までも

ほしかったと思っていました。やっていること自体はすごくいいと思うのですが、それ

を知らないということはもったいないです。ちなみに携帯では何をされているんですか。 

（森本局長） 

 携帯でもいろいろなサービスを行なっています。例えば、新聞のテレビ・ラジオ欄を見

なくても今、ＮＨＫでどんな番組を放送しているのかがわかる情報もあります。また神戸

放送局では、アナウンサーによるブログを公開していて、放送で紹介できなかった情報な

ども掲載しています。 

【参加学生】 

 テレビの補助的な役割を担っていますね。視聴者参加できるような何かはないのですか。 

（森本局長） 

 地方局では、まだ視聴者の皆さんに参加していただいて受け止めるほどのパワーがない

ため、これからの課題だと思っています。デジタルでは双方向はひとつのポイントでもあ

ります。「ほんとうに必要だ」「あったほうがいいよ」といった声は真摯（しんし）に受け

止めて考えていきたいと思います。 

【参加学生】 

 そういう携帯サイトがあることも知らなかった。例えば iPhone だとアプリで産経新聞が

読めるサービスがあります。誰でも知ることができる状況を作ることも大切だと思います。 

 

 

第２のテーマ：受信料について 

 

（大滝委員） 

 次に受信料の話です。３年後に支払率を 75％にするという目標を掲げています。できる

だけ受信料の公平負担をしていただけるように進めていますが、皆さんからみてＮＨＫの

受信料は高いと思いますか、それとも安いと思いますか。またその理由は何でしょうか。 

【参加学生】 

スタッフの方が自宅に受信料の支払いのお願いにやって来られたのですが、空気が読め

ていないんです。僕が部活に出かけるときに訪問され、「これを書いてくれますか」と言わ

れて書いたのはいいんですが、「初回の料金をお願いします」と言われました。お金がかか

るし最初から説明してほしいです。そのとき、「これから部活に出かけるんで後日、部活が

忙しくて家にいないので夏過ぎぐらいに来てもらっていいですか」とお願いしました。「わ

かりました」と言って帰られたんですが、３日後にはまた別の方が来られました。支払い

はちゃんとしますが、内部で申し送りして相手の都合を聞いてから来てほしいと思います。

それと訪問されていきなりいくらと言われても困りますし、この中の人も月々の料金をほ
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とんどわかっていないんじゃないでしょうか。 

（大滝委員） 

 地上契約で月に 1,345 円です。衛星料金はそれにプラス 945 円で、2,290 円になります。 

 

【参加学生】 

 わかりにくいので、その辺もしっかりとしてほしいなと思います。 

（森本局長） 

 こちらのほうが少し怠けている部分があったかもしれません。長い間ずっと料金が同じ

なのでＮＨＫとしてはもうわかっていただているものだと勝手に思い込んでいる部分があ

るかもしれません。おっしゃるように「大学生になって初めて払うのだから、いくらかは

知らない」と言われるのは、そのとおりかもしれません。たいへん貴重な意見だと思いま

す。現場のほうでも考えてもらいます。 

【参加学生】 

 一人暮らしをしているので受信料を集めに来る方にどう対応するか警戒してしまいます。

大学へ入ると宗教の勧誘が多いとか言われていますし、マンション内を順番に回っている

人がいるというのはわかっていたので、「ＮＨＫです」って言われて出たのですが、はじめ

はすごく不安でした。その方は、ＮＨＫの尼崎のほうから来ていますと説明してくださっ

たのですが、クレジットカードも使わなくてはならないし契約書も書いてしまったもので

すから親から確認をしてもらいました。どうにかして改善してもらいたいです。 

（森本局長） 

 お客さまに尋ねられたら、身分証明書をすぐに見せるように指導しています。何もなく

てＮＨＫだと言われても、ほんとうにそうなのかなと思うと思います。聞かれたら、その

人間が間違いなくＮＨＫの職員なり、関係者であることをわからせるようなものを持って

います。 

【参加学生】 

 そういったことをＰＲしていただけると、「見せてもらったから大丈夫なんだ」と安心で

きると思います。 

（大滝委員） 

 なるほど。私でも怖いという気持はわかります。 

【参加学生】 

◇ＷＯＷＯＷに加入していて衛星料金より少し高いですが、そのぶんかなりの量の映画を

24時間見ることができます。もっと映画を放送してくれると映画館に行くより安いので、

受信料も高くないと感じられると思います。『龍馬伝』は、映画に関わっているスタッフ

も制作に携わっていると聞いて見ています。 

◇衛星料金っていうのは、ＢＳ２を見ている人は全員ちゃんと支払う形になっているんで

すか。料金徴収に来られたときに見ていませんと言ったら、払わなくてもいいという話

を聞いたことがあるのですか、どうなのでしょうか。 
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（森本局長） 

 基本的に受信料というのは、テレビを設置されている方で地上波を見ることができる 

場合には地上契約料金、衛星放送も含めて見ることができる場合には衛星料金というのを

お支払いいただくという約束ごとになっています。しかし、なかには、今お話しいただい

たような方がいないとは言えません。繰り返しお支払いいただけるよう努力を続けていま

す。 

（大滝委員） 

 今の質問は、公平に受信料をご負担いただいているのかという問題でもあります。実際

には、支払率が今 72、73％ぐらいなので残りの３割ぐらいの方は実は支払っていただけて

いません。こういう状況がこれからも続けば、公平にみんなで負担していこうという趣旨

から反してしまいます。そのため支払率を目標に掲げ、できるだけ皆さんにきちんとお支

払いいただいて、公平でよい放送をきちんとしたインフラのもとで出していくという努力

を続けることが必要だと思っています。 

（森本局長） 

 ３割ぐらいの方からお支払いいただけないという現状ではありますが、これは支払いを

拒否されている場合だけではありません。年間 500 万人ぐらいの方が転居されていて、あ

るところで契約されていても別のところへ引越しされたときに契約が継続しない場合もあ

ります。いったん、契約が切れてまた新たに契約していただくまでの空白期間が生じるこ

ともあるわけです。 

【参加学生】 

 そういう場合に役所との連携などはできないのでしょうか。例えば、住民票や年金の通

知、選挙のお知らせなど役所から連絡をいただくことはできないものなのですか。 

（森本局長） 

 これはできる部分とできない部分があります。個人情報についていろいろと厳しくなっ

ていますので、役所が持っているすべての情報を私どもが入手して対応するということは

やはり難しいです。転居されたという情報については、こちらで捉えるようにし、あらた

めて契約をお願いするという努力はしております。 

【参加学生】 

 受信料というのは、テレビ１台につき 1,345 円なのでしょうか。 

（森本局長） 

 １世帯ごとです。 

【参加学生】 

 引っ越して新しいテレビを買うまでしばらくテレビがなかったことがありました。その

ときにＮＨＫの方が受信料のお願いに来られて、テレビを持っていないと答えました。テ

レビを見るのは、今は携帯電話くらいしかないと答えた瞬間に、「携帯受信できるのであれ

ば、受信料をお支払いいただきたいです」と言われてびっくりしました。携帯にも受信料

がかかると知らなかったので、ほんとうにかかるのでしょうか。 
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（森本局長） 

 放送を受信できる設備を持っているということが受信料をお支払いいだく条件なので、

ワンセグでも放送受信機となり法律上はお支払いただくことになります。ただ、テレビを

お持ちでワンセグの分もあわせて２台分受信料をいただくわけではありません。もともと

１世帯１契約で受信料をいただくという仕組みになっています。 

（大滝委員） 

 それから皆さんにお配りしているパンフレットにも書いてありますが、家族割引という

制度もあります。同一生計で離れて暮すご家族の場合、受信料の 50％を割引します。 

（森本局長） 

 実家があって、今一人で生活をされているのであれば、学生割引となり受信料は半額に

なります。私も単身赴任で東京に家があるので、東京で１契約分を支払ってこちらでは 0.5

契約で支払っています。 

（大滝委員） 

 そういったディスカウントの仕組みもあるのですが、皆さんにまだ周知が行き届いてい

ないかもしれません。 

【参加学生】 

 それは契約する際には、まったく教えてくれないものなのですか。自分の年齢で家族が

いないなんてことはなかなかないじゃないですか。その辺りはちゃんと説明してほしいと

思います。「家族が契約されていたら 50％オフなので、月々1,345 円の 50％オフになる」と

いうのはちゃんと教えてほしいです。もしそのまま契約していたら、1,345 円のままで半額

は損をしているようなものじゃないですか。 

（森本局長） 

 学生さんに受信契約をお願いするときは、基本的にはご説明しているつもりですが、た

ぶん行き届かないところもあって、新しく入居なさった方が、学生さんのなのか、あるい

は大人っぽい顔をなさっているので会社勤めで一人で自活をはじめた方だと思ってお願い

したのかもしれません。今後はそのあたりも気をつけたいと思います。 

 

 

第３のテーマ：どんなＮＨＫであってほしいか 

 

（大滝委員） 

 それでは最後のテーマです。ＮＨＫに対してどうあってほしいか。もっとこういうこと

をやってもらいたいだとか、ＮＨＫに対する希望などお聞かせください。 

【参加学生】 

◇『サラリーマンＮＥＯ』は斬新だと思いましたが、あえて若者をターゲットにして無理

に番組を作るのではなく、もっとほかに若者が興味を持つようなＮＨＫらしい番組を作

ってほしいと思っています。『着信御礼！ケータイ大喜利』も好きですが、そういう番組
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は民放でも見ることができます。若い人が見ても興味がもてるような、特に暗くなく前

向きになれるようなドキュメンタリーを作ってほしいです。 

◇ＮＨＫは、見ていて確かな情報で安全であるといったイメージがあります。大学の講義

でも教材として使われるのもＮＨＫの番組です。遊び心や若い世代に受け入れてもらえ

るような番組も必要だとは思いますが、信頼感のあるＮＨＫであってほしいと思います。 

◇『サラリーマンＮＥＯ』とか、最近ちょっと砕けた番組が多く、がんばっているなとい

う感じはします。何か今までのＮＨＫらしさを抜け出そうとしているんだろうけれども

何かあまり定まっていない感じがします。やるならば突き進んでほしいと思う一方で、

今までの正しく確かな情報や安定感は大切にしてほしいです。例えば、『プロフェッショ

ナル仕事の流儀』は、とてもいい番組だと周りの人からも言われていました。スキャン

ダルがあったことはわかりますが、できればいい番組は残してほしかったです。 

◇普段あまりＮＨＫは見ていないので、もう少し宣伝やＰＲをしてもらって、私たちの世

代の人が見やすい環境を作ってほしいと思います。 

◇『プロフェッショナル 仕事の流儀』が大好きでした。レーザーメスや花火の製造過程な

どおもしろかったので、ぜひ復活してほしいと思います。『生きもの地球紀行』も好きで

す。動物の番組は年齢層に関係なく見られますし、『ダーウィンが来た！』だけではなく、

もっと番組数がほしいです。ドキュメンタリーでは、視聴率を気にせずマイナーなとこ

ろも取り上げて、ありえないやり方でおもしろいと思っています。だからこそ受信料を

払わなきゃいけないと思うわけです。スポーツでいえば未来のことも見据えてチャレン

ジできる唯一の放送局だと思っています。できなければ国営放送になったらいいんだと

思います。受信料で運営しているよさを生かすには若い世代や中間世代が抜け落ちてし

まう部分については民放に任せて、ＮＨＫはＮＨＫのやり方でやってほしいと思います。 

◇ＮＨＫの番組は結構好きなのですが、セットをもうちょっと明るくすればと思います。

ＢＧＭもうるさくないものにしてほしいです。 

 

 

 

《Ｃグループのディスカッションの概要》 

 

第１のテーマ：ＮＨＫへの接触者率について 

 

（桑野委員） 

 最初のテーマは、「ＮＨＫの接触者率を３年後に 80％にするための提言」です。接触者率

とは、１週間に５分以上ＮＨＫのメディアに接触した人のことです。現在は、平均で 76.1％

です。70代では 96％、60代でも 90％あります。ところが皆さんのような 20代の方では 59％

しかないという現状があります。そこでまず「自分たちの暮らしの中でＮＨＫをこんなふ

うにして見ている」とか、「民放のこんな番組を見ている」など、いろんなご意見をいただ
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きたいと思います。日ごろ皆さんはどんな番組をご覧になっておられますか。 

【参加学生】 

◇就職のことも意識しているので、ふだんニュースをよく見ています。特に民放のニュー

スを見ています。 

◇自分が疲れたときに笑顔になれるのでバラエティー番組を見ています。友達との話題で

「昨日あの番組見た」とネタにもなります。ＮＨＫよりは民放の番組が中心になります。 

◇バラエティー番組とドラマが多いです。それもやっぱり民放のものが多いです。民放の

ほうが気楽でゆるいものが多い感じがします。 

◇ＮＨＫでいうと語学番組を見ています。バラエティー番組や海外を旅行するエンターテ

インメントとかも見ます。 

◇大学が忙しくてテレビ自体あんまり見ていませんが、見るときは雑学番組を見ていて、

大半は民放のものを見ています。 

◇ＮＨＫはたまにしか見ませんが、自分が好きな芸人さんが出ているときだけお笑い番組

を見ます。民放はドラマやバラエティー番組、音楽番組を見ます。 

◇どちらかというとＮＨＫを見ることが多いです。『ニュース７』や『ニュースウオッチ９』

とか『世界ふれあい街歩き』などをよく見ます。民放だと音楽番組中心です。情報源と

しては、中立だと感じるのでＮＨＫの番組を中心に見ています。 

◇大学に入ってからはテレビを見る時間がとても少なくなりましたが、ＮＨＫだと最近と

ても気に入っているのが、『鶴瓶の家族に乾杯』です。昔から天気予報は、やはりＮＨＫ

は正しいというイメージがあって毎回見ています。 

◇あまりテレビは見ないのですが、どちらかといえば民放よりもＮＨＫを見ています。親

がＮＨＫを見ているので、ドキュメンタリーや西田敏行さんが出演している番組とか、

経済番組や朝の連続ドラマも結構見ています。 

（桑野委員） 

 テレビを見る時間があまりない方もいれば、テレビを見るならば民放のバラエティーや

音楽番組が多いということでした。同時にＮＨＫのニュースなどをご覧になっている方も

います。ぜひ「あまりＮＨＫの番組を見ない理由」をお聞きしたいと思います。さきほど、

民放の番組の方が気持的に癒される番組が多いというお話もありました。「ＮＨＫの番組は

こうだからあまり見ない」など率直な意見をお聞かせください。 

【参加学生】 

◇台本もしっかりしているんだろうなと思わせるような硬いイメージがあります。 

◇見る時間帯によって、自分の興味がない番組が放送されている確率が結構高い。帰宅が

夜遅くて何を見ようかと考えるとき、ＮＨＫより民放を選んでしまうことが多いです。 

（桑野委員） 

 皆さんのライフスタイルとＮＨＫの番組のマッチングがなかなかできていないこともあ

るのかなと思いました。 

（八幡理事） 
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 『東京カワイイ★ＴＶ』や『着信御礼！ケータイ大喜利』などは夜の 11 時以降 12 時前

後に放送して、ＮＨＫとして割と砕けた内容で若い人向けに頑張ってはいるのですが見て

いませんか。 

【参加学生】 

 それよりも私はニュースを見たいので、11時はニュースを見ることにしています。 

（八幡理事） 

 バラエティー系やお笑い系の番組も最近は結構放送していて、どうして民放と同じよう

なことをやるのかという逆の批判もあります。でも関西ではやはりバラエティー番組が好

まれるのかという気はします。 

（桑野委員） 

 一方で、ニュースや天気予報はＮＨＫらしいというご意見もありましたが、バラエティ

ー系がまだまだ弱いとか、時間帯のご意見もいただきました。私は 40 代半ばなのですが、

私たちの世代だと 11時台ぐらいはすごくおもしろい番組が増えたと感じます。皆さんの声

を生かして変えていっていますが、ＮＨＫに接触していない方には届いていないのかと思

います。 

（八幡理事） 

 ＮＨＫを見ていないとそのＰＲも届かないのでどうしたらいいのか。例えば、東京では

山手線の車内に吊り広告をするなど、見ていない方に番組を理解していただくにはどうい

った方法が一番よいのか考えているところです。皆さんは携帯のワンセグは見ていますか。 

【参加学生】 

 ワンセグはついていますが、あまり見ていません。 

（桑野委員） 

 思っているほど大学生の皆さんは、ワンセグを使わないんですよね。 

【参加学生】 

 見る機会があまりないです。番組を見るなら家でテレビを見ます。電車の中でワンセグ

を使ってまでは見ません。 

（八幡理事） 

 ＢＳは見られますか。 

【参加学生】 

 実家ではＢＳも見ていますが、一人暮らしだったらＢＳはつけません。 

（桑野委員） 

 この中で一人暮らしの方は何人いらっしゃいますか。お一人ですか。子どものころは、

ＮＨＫの番組はご覧になられていましたか。 

【参加学生】 

 『おかあさんといっしょ』とかは楽しくてよく見ていました。（複数回答） 

（桑野委員） 

 子ども時代は、皆さん共通してＮＨＫを見ていたわけですね。 
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（八幡理事） 

 皆さんがＮＨＫの職員だとして、若い人にいかにＮＨＫを見てもらうかと考えたときに

どういうことを思いつくか、もしあればお聞かせください。 

【参加学生】 

 以前、授業で元ＮＨＫプロデューサーのお話をきいたのですが、今までＮＨＫは世界で

も３本の指に入るドキュメンタリーを制作してきていたが、最近、質が落ちてきて番組が

見られなくなってきているとおっしゃっていました。昔のＮＨＫスペシャル『驚異の小宇

宙 人体』とか見ましたが、ほんとうにクオリティーが高いと思います。私は、メディア学

科の学生で実際に番組を作るので思いますが、今のドキュメンタリー番組だったら他の国

のほうが質は高くなってきています。友達と話題にもならないです。いくら先生から見た

ほうがいいと勧められても興味がないと１、２回見たら終わってしまいます。 

（桑野委員） 

 ワンセグも含めてＮＨＫの放送以外でメディアに接する機会というのはありますか。 

【参加学生】 

 例えば、電車の中でワンセグを見るよりインターネットで何かを見るほうが手軽さもあ

ります。今生活の中でいちばん関わっているのは、テレビよりもパソコンです。その時間

のほうが長いです。そのため自動的にテレビを見る回数が減ってきています。 

（桑野委員） 

 その意味でＮＨＫにテレビ以外で今後どんなサービスを期待しますか。パソコン上でさ

まざまな情報が入手できるような環境をＮＨＫに求めていかれますか。 

【参加学生】 

 ＰＲをされればテレビもまた見てみようと思うかもしれません。ただ、電車でバラエテ

ィー番組をワンセグで見ている人が結構笑っていたりするんですよ。少し恥ずかしくて私

はちょっと見られないかなと思います。それなら家で見るほうがいいと思います。私はイ

ンターネットで情報を得られるほうが楽なのであんまりワンセグは見ません。違う方法で

ＰＲしてくれたらいいと思います。 

（桑野委員） 

 「見たくなる番組を作る」とか、「違う媒体でＰＲする」などというご意見もいただきま

した。「こうすれば接触者率が上がる」といったご意見もぜひお聞かせください。 

【参加学生】 

◇若い人があまり見ないのでネットの改革が必須だと思います。通学電車で学生は、８割

９割ぐらいの人が携帯を開けてみています。読書をしている人はそんなにいません。や

っぱり携帯がいちばん大きな媒体だと思います。携帯で見られるようなニュースや情報

のツールがあれば、もっと若者の接触者率が上がると思います。 

◇就職活動で面接の前にニュースを知りたいと思うときに携帯で手軽に見ることができる

コンテンツを配信していただけると非常に助かります。 

◇英語を勉強したいと思っているので、楽しい英語の番組が見たいです。『英語でしゃべら
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ナイト』が、終わって残念です。英語だけではなく、今は中国やインドも注目されてい

ます。楽しく学べるように外国語の敷居が低くなるような番組が見たいです。 

◇私は出演しているタレントさんや芸人さんによって番組を見たり見なかったりします。

この人が出ているなら見ようと思って番組を見ているとＣＭでほかの番組情報もわかり、

おもしろそうだと思って、また番組を見るきっかけになります。若い人たちに人気のあ

るタレントさんや歌手などを全面に出していったらいいのではないかなと思います。 

◇内容がどんなによくてもどんな番組なのかという情報がまず入ってこないので、この人

が出ているから見てみようといったきっかけを作ってもらわないと見ることができませ

ん。ＮＨＫを見ること自体ちょっと敷居が高く構えてしまうところがあるので、好きな

人が出演しているとか軽い気持ちで見られるようなきっかけをつくってもらいたいです。 

（桑野委員） 

 人気のあるタレントさんが出演されているからという理由でＮＨＫを見るきっかけがで

きるというわけですね。 

【参加学生】 

◇福山雅治が出るから『龍馬伝』はすごいぞみたいなことを他社のニュースで取り上げら

れ盛り上げてくれるということはあると思います。新聞を読んでいるとき、『トップラン

ナー』とか西野カナさんの写真がテレビ欄に出ていると、見てみようと思いました。 

◇電車の中や通勤している人に目立つようなところにテレビを設置したり、広告が大事だ

と思います。ＮＨＫの広告を見ることによって番組を見る人も増えてくると思います。 

（八幡理事） 

『龍馬伝』の福山雅治さんだとか、『あさイチ』では民放でも活躍している井ノ原快彦さ

んに出演してもらい、昔に比べたらかなり若い方を意識しています。ただそれをどう皆さ

んに知っていただけるかというのが課題です。最近はかなり柔らかい感じを意識している

ので、ＮＨＫらしい方法で出演者についてＰＲしていくことが大切です。今、ＮＨＫでは、

『３－Ｓcreens』展開として、テレビと携帯、パソコンを使い「いつでもどこでももっと

身近に」ということをすすめています。私の娘もほとんどパソコンでニュースも見ていて、

今は視聴習慣が変わってきていると感じます。そういう時代ですからＰＲもテレビだけで

はいけないなと思います。 

（桑野委員） 

 同時にやはりＮＨＫらしい、「らしい」という言い方は適切なのかわかりませんが、ＮＨ

Ｋだから安心できる番組とか、「ＮＨＫだからこそ」というような良質な番組を作っていく

ことも必要だと思いました。 

 

 

第２のテーマ：受信料について 

 

（桑野委員） 
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 次のテーマは、「支払率を３年後に 75％、５年後に 78％にする」ことについてご意見を

いただきたいと思います。19年度末の支払率は 71％でした。事前にアンケートにもお答え

いただいていますが、皆さんは「ＮＨＫの受信料の価格は適正だと思いますか」それとも

「高い」「安い」どのように思いますか。「高い」と思われている方が７名、「適正」の方が

１名、「安い」という方が１名ですね。やはり高いと思われますか。 

【参加学生】 

◇今の世代だから、やはり損得で考えてしまいます。ＮＨＫの存在があまり生活の一部と

は考えられないので自分自身もお金は払っていません。でも家族もＮＨＫを見るよりは

民放を見ているので、割合で考えてしまったらちょっと高いと思います。他のメディア

に比べれば安いのですが、自分が使っていることを考えたら高いと思います。 

◇今は、無料の文化とも言われたりしますが、Ｙａｈｏｏ！など無料でニュースが見られ

ます。情報が無料で入ってくる時代になってきていると思います。新聞と比べたらＮＨ

Ｋは安いほうですが安くてもちょっと払うのは躊躇（ちゅうちょ）してしまいます。 

◇一人暮らしでテレビを見る時間がほとんどありませんが、親が全部払ってくれていると

思います。時々興味がある番組を見るぐらいで、その番組のためだけに払っていると思

っています。民放のニュースは画面がすごく明るく理解しやすい簡単な言葉を使ってく

れますが、ＮＨＫの番組は視覚的にも言葉も硬いので大学のレポートが終わったあとに

疲れた頭で見るのはちょっと辛いです。自分がＮＨＫを利用する割合を考えると民放は

無料なわけですからやっぱりちょっと高いと思います。 

◇家族はＮＨＫを見ていますが、私自身はほとんど見ないですし、生活からＮＨＫがなく

なっても困らないのでそう考えると高いなと思います。 

（桑野委員） 

 自分の暮らしの中でＮＨＫの番組を見る時間は限られているので、その意味では高いと

思われているようですね。一方で、適正だと思われている方のお話も聞かせていただけま

すか。 

【参加学生】 

◇ＮＨＫを見ているほうなので全然高いとは思いません。番組構成を考えてみても民放と

ＮＨＫでは全然違う気がします。ＮＨＫは、知識を学ぶことができる感じがしますが、

民放は楽しむだけといった感じがします。芸人さんが出ている番組とか、あまり見ませ

ん。やっぱりためになるような番組が好きなので受信料は高いとは思いません。 

◇信頼度は、新聞や雑誌よりもＮＨＫのほうがあると思います。ただ受信料を払っている

のはお年寄りの方が多いということは、見ている時間が多いということもあるのではな

いでしょうか。だから受信料が高いと思われる方がいるのは当然でしかたないと思いま

す。自分も比較的ＮＨＫは見ていないほうですが、ためになる番組が民放に比べると多

いと思うのでその分に対してはお金を払ってもいいかなと思います。 

（八幡理事） 

 受信料とは、法律的に国民が公共放送のために少しずつ負担するというものであって、



 27

いわゆる見たから払うという対価ではありません。その部分が見ないから払わなくていい

という視聴者の意見とぶつかるところでもあります。それは、日本の中で公共放送をきち

んと育てていくのか、それとも公共放送はもう必要ないのかということでもあります。 

 例えば、神戸も大地震がありましたが、災害があったときにどこがきちんと責任を持っ

て情報を流しているのか。公共放送は国民の生命財産を守るというのがいちばん大きな使

命でもあります。また、スポーツ中継などの放送権料がとても高くなっており、公共放送

がなくなるとオリンピックやワールドカップサッカーを日本で放送できなくなる可能性も

でてきます。イギリスにもＢＢＣという公共放送がありますが、イギリス国民にとって必

要だから存続していると思うんです。若い方にとっては、確かに勉強して疲れて帰ってき

てＮＨＫのやや重い番組はしんどくて、気楽に笑える番組のほうがいいというのはあると

思います。ただ、自分たちの将来の生活や日本の将来を考えたときに公共放送がなくても

いいのか、受信料制度がいいのかどうかということは考えてみてもらいたいです。ＮＨＫ

は、視聴者の皆さんにとって必要な知識や教養、生命、安全などの情報をきちんと国民に

提供していくというのが、使命だと思っています。 

大きな災害のときは、ＮＨＫを見ますか。そういうときも民放を見られますか。 

【参加学生】 

 ＮＨＫを見ます。確かにオリンピックのときもＢＳとか一挙放送とかやっていますしＮ

ＨＫを見ます。 

（八幡理事） 

 例えば、オリンピックやワールドカップサッカーの放送権料はかなり高額になります。

ＮＨＫとしては公共放送として必ず放送をしなくてはいけない国民的関心事であるという

視点に立って受信料を使って放送しています。また小さいときは『おかあさんといっしょ』

を結構見ていませんでしたか。そういった番組が商業主義的な理由で全部なくなっていい

のかということも含めて受信料制度の意義についてこれから社会に出る前にちょっと意識

していただきたいと思います。 

（桑野委員） 

 各地でこの会を実施していますが、年齢層が高い方のご参加が多いので若い皆さんが公

共放送についてどう思っているかを伺える機会はあまりありませんでした。皆さんにどう

いうことをお伝えしなくてはいけないのかも伺えたらと思います。ＮＨＫでは、視聴者の

皆さんから年間に460万件ものご意見をいただいております。そのお声は業務に生かし、「こ

としの仕事」とか「視聴者サービス報告書」といったパンフレットやインターネットでも

掲載しています。ところで皆さんは、受信料の家族割引をご存知でしょうか。 

【参加学生】 

 知らないです。 

（桑野委員） 

 そういった情報が学生の皆さんに伝わっていないということもこの会で思ったことです。

受信料の特例や免除などもいろいろあります。例えば、現在のような経済状況下では全額
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免除の申請をする方もいらっしゃいます。半額免除や家族割引なども公共放送だからこそ

できることではないかと思っています。もっとアピールしてもいいかもしれません。 

（八幡理事） 

 僕が学生のころは、契約したときは１世帯に１契約でした。今は、学生さんは実家で払

っていたら、自分のところは半額で済むという家族割引制度があります。また障害者の方

への半額免除もあります。イギリスでは、75 歳以上の方は国が金額を助成する制度があり

ます。 

 

【参加学生】 

 一人暮らしをはじめたばかりのころ何回かいらしたんですけど、割引の説明とかは全然

ありませんでした。テレビを買ったら親に払ってもらおうとは思っていたのですが、「払っ

ていないですよね」といった感じで半年に一度取り立てのように来られていました。下手

したら１週間おきに来られたりして、払う気も失せるという感じがしました。友人宅にも

似たようなことがあり、「ちょっとＮＨＫは」みたいな話をしました。 

（桑野委員） 

 今の対応のことなども含め確実に執行部も私ども経営委員会でもご意見は共有して、今

のような不愉快なことのないようによりよくしていこうと思っています。 

（八幡理事） 

 今のお話を聞くと視聴者の方へきちんとした対応をもっと大切にしなくてはいけないと

思います。そういった教育は必ず行い、お客様対応にあたる人材もきちんとした採用をし

ていくよう現場にお願いします。 

（桑野委員） 

 最後に、どうしたら国民の皆さまに公平に払っていただけるか、その辺りで何かご意見

はありませんか。 

【参加学生】 

◇思い返してみたら、思っていたよりも自分はＮＨＫを見ていたと思いました。ためにな

る番組とか災害のとき、天気予報もＮＨＫを見ています。でも今は民放とか楽しい番組

に流されて、見てないから払わないという考えの方が多いと思います。だから根本的な

今のような説明を受けたら一人でも多くの方が受信料を払うようになると思います。 

◇今のように１から説明されたら、やっぱり払わないといけないと思います。きっと他の

人にも１から説明することが大事だと思います。 

◇公共放送というものがわからなかったですし、なぜＮＨＫに受信料を払わないといけな

いのかも知りませんでした。今払っていない人は、知っていても払いたくないと言って

いるかもしれないですが、少なくともきょうのお話やオリンピック放送の話などを聞い

て払わなくてはいけないと私は思いました。もっと知ってもらえるようにするべきです。 

◇若い人たちは携帯世代だと思うので、例えば携帯を買うときにはウェブを見るのはいく

らまでは定額ですと詳しく説明をしてくれます。同じように説明を詳しくしてもらえれ



 29

ば、払わないとだめだという意識が芽生えてくると思います。説明も文書ではなくて、

若者にわかりやすくビジュアルにしたほうがよいと思います。見た目でもわかりやすく

料金設定の説明をしてもらえると払っていこうという意識になると思います。 

◇私の周りには払っていない人が多く、どうして払わないのかと聞くと、説明とかわかっ

てはいるのだけど払わないんです。だからそういう人が多すぎてどうしたらいいのか全

然ひらめきません。説明を聞いても払わないし、訪問に来られてもＮＨＫだとわかった

ら応答もしないんです。払わなくてはいけないんじゃないかと思うんですけれど、そう

いう意識が全然なくて、見ないからいいんだみたいな言い方をする人が多すぎます。  

もっと強制的にしなくてはいけないんじゃないかと思います。 

（八幡理事） 

 新聞にも出ていますが実際に強制執行や民事の裁判をしています。そういったことはし

たくなくて、ご理解いただいてお支払いいただくことが一番いいと思いますが、絶対に嫌

だと言われる方もいます。そういうこともあって支払率の目標も 75％、80％となっていま

す。そこをどこまで理解して払っていただけるかというのは、将来につながる大切なこと

です。また、一方で半分以上の方が「もう払わない」という社会になれば、日本はこれか

ら厳しい国になっていくような気もします。 

【参加学生】 

 でも今、給食費を払っていない方も多いです。始まった当初のいきさつを知らない世代

が増えてきているということもあると思います。授業でＮＨＫの方がいらしたときに、い

っそのこと税金のように給料から引いてしまったらどうなのかという話もしました。 

（八幡理事） 

 国によっては税金のようにして支払ってもらうところもあります。しかし、言論機関は

国から独立していなければならないという基本的な考え方があり、税金として国が集めた

お金で公共放送を運営すると、中立な立場が侵されるのではないかという考えもあります。

ゆえに受信料によってＮＨＫは運営されています。しかし、今後税金のように徴収する可

能性もないわけではないです。 

（桑野委員） 

 ＮＨＫが国営ではなく、公共放送であるということはすごいことだと思います。受信料

を払おうと思ってもらえるようなビジュアルな説明のしかたも含めて、いろんなことを努

力すること、その必要があると感じました。同時に今、お話があった税金という話も今後

必要になってくるかもしれませんが、まずは頑張ってみようと思います。皆さんにちゃん

とご説明できるようなＮＨＫになっていこうと思います。 

 

 

第３のテーマ：どんなＮＨＫであってほしいか 

 

（桑野委員） 
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 最後に「どのようなＮＨＫであってほしいか」、「こういうところがこうなったらもっと

ＮＨＫはいい」とか、「ＮＨＫの未来に向けて」といったご意見をぜひお聞かせください。 

【参加学生】 

◇結構硬いイメージがあると思いますが、よく言えばしっかりしている、正確そう、勉強

になるなどがＮＨＫの強みであると思います。それを軸にして、ニュースであれば、お

もしろくわかりやすく砕いた感じで、ためになる番組を制作してほしいと思います。 

◇最近民放を意識した『東京カワイイ★ＴＶ』だとか、『着信御礼！ケータイ大喜利』や『み

んなでニホンＧＯ！』などのバラエティー番組がありますが、ＮＨＫは映像と内容で見

せるのが魅力だと思います。ある程度柔らかい内容にしていくのもいいのですが、映像

や内容の信ぴょう性などのクオリティーを守っていくことこそが、将来につながると思

います。 

◇伝統的な『紅白歌合戦』など伝統を守っていきながらも革新的な見やすい番組を作って

いただきたいと思います。硬いイメージだけを取り払っていただき、伝統は守ってほし

い。そしてイメージは変えたほうがよいと思います。 

◇もともとＮＨＫは硬いというようなイメージを持っていないです。変にバラエティーを

取り入れるとやっぱりＮＨＫのイメージが崩れ、視聴者は主に 60代以上がメインなわけ

ですから今まで見てきた人の反感をもたれると思います。僕は就職活動にも役立つよう

な教養番組はおもしろいと思っているので今のスタイルはすごく好きです。 

◇昔に比べるとＮＨＫを見る機会が多くなっています。その理由の一つは、タレントさん

が多く出ていて、よく見るとおもしろくて見る機会が多くなりました。ＮＨＫに頼って

いる部分でニュースや天気予報などありますが、理想をいえば、芸人さんも出ているよ

うな番組も全部ひっくるめて一番であってほしいと思います。 

◇ＢＳを含めてもＮＨＫのチャンネル数は民放のチャンネル数よりは少ないので、時間帯

によっては番組もいろいろあっていいとは思います。でもやっぱりＮＨＫは今までどお

りのＮＨＫであってほしいです。変にテコ入れをしないほうがやっぱりいいと思います。 

◇もう少し気楽に見られてゆるさのある番組が好きなので『東京カワイイ★ＴＶ』をたま

に見るんですけれど、沢村一樹さんは全然ＮＨＫっぽくなくてあの番組は好きです。あ

あいう番組を増やしたら見る機会が増えるのではないかと個人的には思います。 

◇番組名が硬いと思うときがあります。新番組の時期になると、いくつか自分の興味があ

るキーワードで新しい番組を調べたりします。ゴールデンタイムは、ご飯を食べながら

みんなでワイワイ言いながら見るような番組が求められると思います。そういう時間帯

にゆるさを加えたりすると、みんな録画してでも見ると思います。今の番組編成は今ひ

とつかなと思います。 

（桑野委員） 

 きょうは３つのテーマで皆さんからいろいろとご意見をいただきましたが、経営委員会

だけではなく執行部といっしょになってご意見を共有して今後生かしていこうと思います。

こちらで一方的にお尋ねしてきたので、何か質問とかありますか。 
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【参加学生】 

 番組を作るときは、どんなことを考えていますか。 

（八幡理事） 

 ＮＨＫのディレクターは、たぶん世の中のさまざまな問題や感動を番組で表したいとい

うところがあるのだと思います。何の目的もなく、視聴者が何の意味も感じないものは作

らない。そこが少し硬いと言われるのかもしれないのですが、本当の意味で自由に表現す

ることのできるＮＨＫのディレクターの希望者は多いです。やりたいことがやれるという

のが一番だと思います。 

【参加学生】 

 長い番組は長いけれど、結構、短い番組が多いと思います。どうやってその時間や配分

を決めているのですか。 

（八幡理事） 

 基本的には、事前に視聴者のニーズ、ライフスタイル、番組の特性など、さまざまに調

査検討をして編成を決めています。 

 

 

 

《Ｄグループのディスカッションの概要》 

 

第１のテーマ：ＮＨＫへの接触者率について 

 

（野間委員） 

 説明にありましたように、最初のテーマは、「ＮＨＫの接触者率を３年後に 80％に上げま

しょう」ということについてです。接触者率というのは、ＮＨＫをどれだけの方が見てく

ださっているかということです。 

（吉国理事） 

 これは１週間のうちに５分以上見た日が１日でもあればよいのですが、皆さんの世代の

方ですと６割ぐらいしかありません。この１週間でＮＨＫのテレビを５分以上見た方って

何人ぐらいいますか。 

（野間委員） 

 半分ぐらい手があがりましたが、４人ですね。ではＮＨＫのどんな番組を見ておられま

すか。今、手を挙げられなかった方は、民放では何か番組を見られていますか。 

【参加学生】 

◇アメリカンフットボール部に所属しているのでＢＳで放送しているＮＦＬは、シーズン

中はよく見ています。今の時期だとやっていないので、ほとんどテレビは見ていません。

暇があればバラエティー系を見ることが多いかもしれません。 

◇ニュースが多いです。民放で夜やっているスポーツ番組とかよく見ます。 
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◇最後にＮＨＫを見たのは、バンクーバーオリンピックでした。 

◇バレエのローザンヌのコンクールとか、特別なときにしかあまり見ることはありません。

あとは海外ドラマでＮＨＫで放送されているものは見ますが、普段はあまり見ません。

テレビ番組よりも映画を借りることのほうが多いです。 

（野間委員） 

 日常的にはテレビは見ないけれど、特別なものだけを見るという方が多いようです。 

（吉国理事） 

 皆さんはテレビそのものを見ることが少ないのでしょうか。パソコンや携帯を見る方が

多いのでしょうか。 

【参加学生】 

◇テレビ自体あまり見ません。 

◇部活をして帰ってくるのが遅いのでＣＭでやっているようなおもしろそうな番組もその

時間帯にはやっていません。テレビがなくても今の生活にはあまり困りません。 

（野間委員） 

 今週テレビを見られたという方は、どんな番組を見られましたか。 

【参加学生】 

◇ニュース番組を見ました。親が見ているのでなんとなくいっしょに見ています。 

◇最後に見たのは『紅白歌合戦』でした。基本的にテレビはあんまり見なくて、携帯のニ

ュースを見ています。 

◇日曜日はＮＨＫがついています。両親は、『ダーウィンが来た』から『大河ドラマ』を見

てニュースを見るというのが日曜日の習慣になっています。はじめは、見たことがなか

ったのですが、最近では、『龍馬伝』よりも『ダーウィンが来た』のほうを見ています。 

◇朝、学校に行く前は『おはよう日本』を見ています。昨年は教育テレビで放送していた

『ふたつのスピカ』や『リトルチャロ』は見ていました。私はＮＨＫしか見ないです。 

（野間委員） 

 教育テレビっておもしろいですね。『リトルチャロ』はよかったですね。 

【参加学生】 

 すごくおもしろかったです。テキストも充実していました。 

（吉国理事） 

 あの番組は、テレビ以外にもインターネットでもいろいろと工夫をして配信しています。 

【参加学生】 

 おもしろくなかったらチャンネルを変える癖がありますが、たまたまＮＨＫを見ていて、

高校生が問題を解く『テストの花道』はおもしろいと思って見ました。所ジョージはおも

しろかったです。 

（吉国理事） 

 チャンネルはどういうときに止めますか。またおもしろそうとか何に惹かれますか。 

【参加学生】 
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 ただおもしろいだけではなくて自分のためになるっていうときです。 

（野間委員） 

 家族がごいっしょの方は、家族がご覧になっているので朝の時計代わりとしてテレビを

つけている家もあるでしょうし、いっしょに見られると思いますが、一人暮らしの方は、

あんまり特にＮＨＫはご覧になられていないということでしょうか。 

（吉国理事） 

 ＮＨＫの番組はおもしろくないとか、堅苦しいとかとそういった感じがありますか。 

【参加学生】 

 イメージ的にはまじめそうです。 

（吉国理事） 

 やっぱりあまりまじめそうなテレビは見たくないですか。 

【参加学生】 

 昔は、教育テレビで放送していた『おかあさんといっしょ』を見ていたし、子どもが見

るテレビというイメージがあります。だから今になっても教育テレビはあまり見ないです。 

（野間委員） 

 小さいころ、『おかあさんといっしょ』を皆さんは見ていましたか。 

（吉国理事） 

 いつごろからＮＨＫを見なくなったんだろう。中学生ぐらいになると見ていないのかな。 

【参加学生】 

 海外ドラマを６時台とかに放送していて、それをよく見ていました。 

【参加学生】 

 まじめっていうイメージはありますが、悪いところだけじゃなくて民放でやっているよ

うな砕けたバラエティーが嫌になったときは、ＮＨＫにチャンネルをあわせます。 

（野間委員） 

 ＮＨＫがバラエティーをやるのはよくないという人と、そういうのをやらないと若者が

見ないという人の両方の意見に別れるようです。民放のようなバラエティーを若い人に受

けるように一生懸命作ったりしているのですが、どう思われますか。 

【参加学生】 

 『サラリーマンＮＥＯ』ですか。 

（野間委員） 

 『サラリーマンＮＥＯ』は、硬いほうですよね。 

（吉国理事） 

 どちらかというとサラリーマンに元気を出してもらおうという番組です。もう少し上の

世代の番組かもしれません。 

（野間委員） 

 もうちょっとくだけた番組やお笑いの番組もやっています。若い人に見てもらおうと思

ってはじめたのです。 
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（吉国理事） 

 遅い時間帯になると、結構いろいろな番組をやっています。特に年配の方からは、お笑

い芸人ばかりを使って民放といっしょみたいだと言われることもあります。皆さんは、Ｎ

ＨＫとか民放とか問わずどんな番組を望んでいますか。 

【参加学生】 

 ドラマでも民放のほうが宣伝のしかたがうまいと思います。ドラマに限らずバラエティ

ーにしてもそうです。 

（吉国理事） 

 皆さんはＮＨＫでどんな番組をやっているのかあまり知らないですか。ＰＲ不足なので

はないかとよく指摘されることもあります。 

【参加学生】 

◇ＰＲは不足していると思います。何の番組か知らない。いい番組はいっぱいあると思う

のですが、知らないのです。 

◇テレビを見るときは、見たい番組があってテレビをつけるというよりは、たまたま時間

があってテレビをつけて、チャンネルを変えながら見たいものがあったら見るという感

じです。ＮＨＫはイメージ的に硬いというかまじめなイメージがあるので、どうしても

民放のほうをメインに見て、あんまりＮＨＫを見ることがありません。 

◇これを見ようと思ってテレビをつけるというよりも、番組が自然に流れている感じで基

本的にチャンネルを変えたりはしません。どうしても見たくない番組だったらチャンネ

ルを変える感じで、ＮＨＫは最後の選択肢です。でもたまに結構おもしろいんだなとい

うときもあって、興味があるとそのまま見ているという感じです。 

（野間委員） 

 どういった番組があるとか、というのがわからないのですね。お年寄りは新聞を見てど

ういう番組があるかを知っているけれど、このごろ新聞もあまり読まなくなりました。 

（吉国理事） 

 ＮＨＫの場合は、今、放送の中ではかなり番組の予告をしています。むしろよくご覧に

なっている方からはうるさいと言われているぐらいですが、確かにＮＨＫを見ていない人

にそれをやっても誰も見てはくれないです。皆さんは番組表なんか見ないですか。 

【参加学生】 

 接触者率を 80％に高めると書いてありますが、これは目標達成のためには若者の接触者

率が低いので 80％に高めようということでしょうか。それとも全体的に上げようというこ

とですか。 

（野間委員） 

 全体的なことですが、若者の接触者率が非常に低いのでそれを上げていかないと、80％

にはなりにくいわけです。 

（吉国理事） 

 60 歳以上の方だと 90％ぐらいで、ほとんどの方はご覧いただいています。接触者率を上
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げるためには若い人もそうですが 30代、40代のところも上げていかなくてはなりません。 

【参加学生】 

 60 代以上の方の接触者率はすごく高いと言われていますが、若者の接触者率を上げよう

としてバラエティーなどを増やしたら、今まで見てくださっている年配の方の接触者率は

下がらないんでしょうか。 

（吉国理事） 

 よく見てくれている人からおしかりを受けることはあります。ただ全部がそういった番

組になっているわけではなくて、もっといろいろな人向けにいろいろな番組を作っていこ

うとしているわけです。お年寄りの方が見て楽しいと思ってくださる番組を無くすわけで

はありません。 

（野間委員） 

 確かに視聴者の意見を伺っていますと、時間数は決まっているので高齢者の方は見る番

組が少なくなるのではとおっしゃる方もおられます。高齢者の方で 12時以降ＮＨＫは見る

番組がないと言われる方もいらっしゃいます。そのことについてＮＨＫとしてはどう考え

ているのか、経営委員会でも伺っています。若い人に向けて作った番組でも実際のところ

若い人たちの接触者率が思うほど上がってはいない現状です。 

（吉国理事） 

 たぶん民放がやっていることと同じことをやっても見てはいただけないと思っています。

民放のほうがはるかに慣れています。それでＮＨＫの場合はどうしたら若い方々に見てい

ただけるかをぜひ知りたいと思っています。 

【参加学生】 

 野球やサッカーなどは、結構民放でも放送されています。スポーツの競技数はいっぱい

あるわけで、そのほとんどがマイナースポーツです。特にアメフトは今少し話題になって

きていますが、やっぱり人口が少ないので放送されることも少ないです。民放は有名なス

ポーツしかほぼ取り上げませんが、スポーツならば若い人から年配の方まで年齢関係なく

楽しめると思います。そこで他の局では放送しないようなマイナースポーツの大会や特集

を組んで放送したら誰でも見てもらえるんじゃないかと思います。 

（野間委員） 

 とてもよい視点だと思います。ＮＨＫはマイナーなスポーツを放送するということもひ

とつの役割です。 

（吉国理事） 

 アメフトは３年前のワールドカップで、日本戦や決勝戦などをＢＳで放送したと思いま

す。これもずいぶんアメフトをされている方からは喜ばれました。 

【参加学生】 

 毎年１月３日のライスボールは、ＮＨＫがいつも放送してくれるので何回か見ています。

僕らは普段からライスボールに行くために努力してきた試合というのがいっぱいあるので、

そういう試合も放送してもらいたいです。 
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（野間委員） 

 スポーツ文化の底上げをしていくといった役割もあります。音楽もそうですが、ＮＨＫ

が行なっていることはたくさんありますが、なかなか皆さんに伝わりにくいのですが。 

【参加学生】 

 バンクーバーオリンピックで、スノーボードのハーフパイプが放送されていました。小

学校のころからスノーボードをやっていて楽しみに見たのですが、正直解説がむちゃくち

ゃでした。やはりマイナースポーツだからなのかと思いました。周りのスノーボードをや

っている人もみんな言っていました。国母選手の問題で視聴率もよかったと聞いたのです

が、あんな解説だったら誰もわからないだろうと思いました。せっかくマイナースポ―ツ

を取り上げてくれるのでしたら、わかりやすいように放送してほしいと思います。 

【参加学生】 

 民放はいつも娯楽系の番組を放送しています。ＮＨＫは、マイナースポーツを取り上げ

たり、スポーツのよさを伝えるような番組を作ってほしいと思います。民放の教育番組よ

りもＮＨＫはいいものが作れると思います。ＮＨＫだからこそという独自性を追究してい

ったほうがいいと思います。 

【参加学生】 

 民放と張り合うのではなく、ゴールデンタイムを外してみて時間帯で勝負するという考

え方もあるかと思います。 

（野間委員） 

 民放と対抗するのではなくてＮＨＫは独自で特殊な立場を守ってほしいということです

ね。若い方からそういったご意見をいただけることはうれしいことです。 

（吉国理事） 

 今、『３－Screens』ということでテレビだけではなく、インターネットも含めていろん

なサービスを展開しています。例えば、ＮＨＫオンデマンドでは過去の放送を見ることが

できるサービスを始めています。ワンセグの独自放送もやっています。特にこういうこと

をやってもらいたいというご意見はありますか。 

【参加学生】 

 最近、ＮＨＫオンデマンドについて知りましたが、過去の１週間分ぐらいしか見られな

いんです。もっといろいろ過去の番組が見られたらいいのにと思います。 

（吉国理事） 

 大河ドラマなど、見逃し番組以外で見られるものもあります。増やしていこうとしてい

ますが、権利関係など難しい部分があります。できるだけいろんな番組が見られるように

していきたいと思っています。やはり好きな番組が見られるというのはいいですか。 

【参加学生】 

 民放だと、レンタルビデオでも貸し出しをしていますが、ＮＨＫはされていますか。 

（吉国理事） 

 ＤＶＤやビデオ化をいくつかドラマなどはしていますが、ＮＨＫが販売しているわけで
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はありません。 

【参加学生】 

 海外ドラマとかですよね。 

【参加学生】 

 ドキュメンタリー番組とか、『プロフェッショナル 仕事の流儀』や『トップランナー』

などの番組を貸し出ししてくれたら私たちの世代でも手に取りやすいと思います。 

（野間委員） 

 オンデマンドでもそういう番組があれば、見ますか。 

【参加学生】 

◇過去の作品を見たいです。 

◇全部ではなくても特に人気があった番組だけでも見られるとありがたいです。 

（吉国理事） 

 ぜひ、ＮＨＫオンデマンドも体験してみてください。 

 

 

第２のテーマ：受信料について 

 

（野間委員） 

 次に受信料についてお聞かせください。皆さんから事前に受信料について「高いと思う

か」「安いと思うか」といったアンケートをいただいています。実家に住んでいる方は、た

ぶんご両親がお支払いいただいていると思います。 

 支払率というのは、本来は 100％でなければならないのですが、今は 72％ぐらいです。

公平に負担するためには、将来的にどのようにしていけばいいと思いますか。外国では、

電気代といっしょに徴収しているところもありますが、どうしたらもっと支払っていただ

けるようになると思いますか。 

【参加学生】 

 受信料というのは、一家族ごとに契約する形になっているんですか。 

（吉国理事） 

 そうです、世帯契約です。だからテレビが自宅に何台あっても一世帯は一契約です。 

【参加学生】 

 一人暮らしの友達のところにＮＨＫの受信料を徴収する方がいらしたことがありました。

一人暮らしで一台しかテレビもなくて、そんなに見ないし、実家にいたら払わなくて済む

のに同じ値段を払わなくてはいけないのは高いなと話していました。 

（吉国理事） 

 実はこれもＰＲ不足なのですが、今は、学生さんで一人暮らしの方や単身赴任のお父さ

んとかは、受信料が半額になる割引制度ができています。家族割引と言っていますが、ご

存知ありませんか。 
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【参加学生】 

◇知らなかったです。 

◇友達といっしょにいたとき、払ってくださいと言われたのは確か半額ではなかったと思

います。一人暮らしの学生の多いアパートだったので、たぶん玄関に出てきた時点でわ

かると思いますし、そういうときに言ってもらったらいいと思います。 

（野間委員） 

 そういう説明は徹底しなくてはいけないです。 

【参加学生】 

 払わない人の言い訳の理由として一番多いのは何でしょうか。ＮＨＫを見ないからとい

う理由でしょうか。 

（吉国理事） 

 そうですね。それについてはどう思いますか。 

【参加学生】 

 ほんとうに見ていないのだったらその言い分もわかりますが、なんやかんやと見ている

人も結構いると思います。 

（野間委員） 

 ＮＨＫは番組を作るだけじゃなく学生の全国音楽コンクールなど、国民の文化の向上た

めにさまざまな方向で受信料を使っています。皆さんはそうしたことはあまり普段考えな

いし、説明も受けていないと思いますが。 

（吉国理事） 

 受信料はあくまで見た対価とか、見返りという意味ではありません。災害時にＮＨＫは

放送することが法律で義務づけられています。そのために取材態勢も整えています。国民

の生命と財産を守ることが仕事の一番の基本でもあります。それを存続させるためにみな

さんに少しずつお支払いいただけないかというのがほんとうの主旨でもあります。 

（野間委員） 

 各都道府県には必ず放送局があります。兵庫県の場合は神戸にありますが、各地の情報

を集めて、災害情報をはじめ福祉の面などいろんな情報を出しています。つまり公共放送

は生活のセイフティーネットのような役割を負っていると思います。そういったことは説

明不足ですか。 

【参加学生】 

◇そうです。この場ではじめてＮＨＫの方からお話を伺って公共放送はそんな役割がある

んだと知りました。20 年間生きてきて、民放と公共放送の何が違うのか、どんなことを

しているのかまったく知る機会がなかったのでよくわかりました。 

◇受信料を支払っていない方は、たくさんいらっしゃると思うのですが、ＮＨＫは何を放

送しているのかわからない、100％ニュースじゃないかみたいな意識があると思います。

払っている人でも、大まかな概念とかまったくわからない方が多いんじゃないかと思い

ます。しかし、例えば昨年新型インフルエンザが国内で流行したとき、ＮＨＫを見てい
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ない人はいないんじゃないかと思います。また、ＮＨＫのデータ放送で神戸エリア情報

にあったイベントにも行ったことがありますが、そういった見返りもありますので受信

料はやはり払うべきだと思います。それに値段もそんなに高くないと思います。 

（野間委員） 

 受信料っていう名前がよくないのかも。受信に対する対価というイメージがありますね。

生活のセイフティーネットという役割があるのですから、説明不足だと思います。 

【参加学生】 

 若い人は、携帯電話をよく使います。そのなかでもウェブにつないでパケット通信でい

ろんなデータを取得すると受信料と言われてお金がとられていきます。だから受信料と聞

くとやはり構えてしまいます。 

（野間委員） 

 昔、奈良市内で誘拐事件があったとき、奈良放送局が各地域でこんな対策をしています

といったことを放送しました。それで奈良市内全域で防犯しようという意識が広がりまし

た。まさにこれが地域放送ＮＨＫの役割だと思います。こういったことも説明していかな

いとわかりません。 

（吉国理事） 

 阪神淡路大震災があってから、ＮＨＫでは今でもそれを教訓とした取り組みを続けてい

ますが、なかなかそういったことも見ていただけていないということですか。どういった

伝達のしかたをすればよいのでしょうか。 

【参加学生】 

 災害が起こったときの情報は、やはりワンセグや地上デジタル放送でしょうか。また、

データ放送にはすごくいろんな情報が詰まっていると思います。昨年、兵庫県の作用町で

大洪水が起きたときに現地に派遣するボランティアを募集しますとＰＲしていたのもＮＨ

Ｋだったことをよく覚えています。一人でも多くの方にわかってもらえるよう伝える手段

をもっと明確にする必要はあると思います。 

（吉国理事） 

 単に放送だけではなく、データ放送や携帯も含めてそういった情報を皆さんに触れられ

るようにもっと出していければいいと思います。 

【参加学生】 

 よくわかっていないのですが、パンフレットに受信料の月額が書かれていますが、１か

月に１回払うということなのでしょうか。 

（吉国理事） 

 基本的に２か月単位です。前払いで半年払いや１年払いというのもあります。その場合

は、割引になります。 

【参加学生】 

 それならば、はじめから１年払いにしたらいいじゃないですか。なぜわざわざ分けてい

るんですか。 
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（吉国理事） 

 １年払いを希望して割引を受けられる方もいるし、やっぱり２か月に１回でないと嫌だ

と言われる方もおられます。払い方を選択できるようにしているわけです。 

（野間委員） 

 皆さんは、『ＮＨＫ視聴者サービス報告書』や『ＮＨＫことしの仕事』というパンフレッ

トを見られたことはありますか。これがあまり目に触れられていないので、経営委員とし

て、もっと学食や銀行などいろんな場所に置いてもらいたいと伝えているところです。 

【参加学生】 

 表紙を見ても、あまり手には取らないですね。 

（野間委員） 

 そうですか。私は、美容院や病院などに置いてくださいって持っていくんです。２～３

週間経ってパンフレットが少し読まれていたら、見てくれているなと思って喜んでいます。 

【参加学生】 

◇見ようとは思わないです。なぜかと理由を聞かれると困るんですけれど。 

◇私も見ないです。知らなかったです。 

◇フリーペーパーのようにどこででも取れるようになっているんですか。 

（吉国理事） 

 これはあちこちに置いてあるものではなくて放送局に置いてあります。もっと簡単なも

のもあります。部数に限りがあるので皆さんに配っているものではないです。 

（野間委員） 

 せっかく作っているのですから、一人でも多くの方に見ていただけるようにしてもらい

たいものです。 

 

 

第３のテーマ：どんなＮＨＫであってほしいか 

 

（吉国理事） 

 最後のテーマ「どのようなＮＨＫになってほしいか」ということで、皆さん自由にご発

言いただければと思います。 

【参加学生】 

◇受信料を支払うことが全国民の義務ということであれば全国民にプラスになるようなこ

とができる放送局であってほしいです。 

◇マイナースポーツを取り上げるようなＮＨＫにしかできないことに力を入れてほしいと

思います。 

◇民放と違ってＮＨＫの閉鎖的というか、他とは違うところが好きです。ドキュメンタリ

ーなどに力を入れているのは、他の局ではできないことだと思います。バラエティー番

組などを作って、媚びることも一つの手かもしれませんが、そういった部分の力は落と
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してほしくないです。 

◇民放と違っていろんなバリエーションがあり独自性のある番組が多いです。ドラマ『ハ

ゲタカ』は、すごくおもしろくて映画も見に行ったほどです。それと受信料という名前

はちょっと硬いかなと思います。「ＮＨＫ視聴サービス料」的なやさしい感じにしたらど

うでしょうか。漠然としていますが、なくなったら寂しいと思われるような放送局であ

ってほしいと思います。 

◇ＮＨＫは民放と競走するのではなく、一番魅力的なのは教育番組だと思います。民放で

はほとんど教育番組は見られない中でＮＨＫはずっと続けているところがほんとうにい

いと思います。国民の文化水準を向上させるようなＮＨＫであってほしいと思います。 

◇ＮＨＫ独自のものについては続けていただき変にバラエティー番組に走らなくてもいい

と思います。ＮＨＫらしいこびないような宣伝は必要だと思います。ＮＨＫは、生活に

欠かせない情報を送っているということを貫いていただければいいと思います。 

◇小さいときから教育テレビをよく見ていました。特に『つくってあそぼ』がすごく好き

で、再放送も何度もされているのを大きくなってからも見て、やはりおもしろいなと懐

かしく思いました。子どものころはなかった『にほんごであそぼ』は、私が小さいとき

に放送されていたらよかったのにと思える番組です。いいものは残しつつも新しいもの

を作っていってほしいと思います。 

◇民放のバラエティーのような番組を作ることについては疑問があります。ドキュメンタ

リーはすごく好きですし、いっぱいいい番組があると思うのでもっとＰＲをしたほうが

いいのではないかと思います。 

◇砕けた番組やバラエティーを作っていくとどの局も似たような感じになり、ＮＨＫも似

たような番組になってしまうと思います。他局とは違ったＮＨＫの独自のよさを残して

いってほしいと思います。マイナーなスポーツやバレエのコンクールなど民放では放送

してもらえない専門的なジャンルの番組を増やしていけば、それぞれ興味を持っている

人たちの数が増えていくと思います。皆さんに受ける番組というよりも、受けるジャン

ルを増やしていけたら、もっと皆さんがＮＨＫに興味を持つのではないかと思います。 

（野間委員） 

 テレビを見ていない方に、どう宣伝するかということが大切なことですね。 

（吉国理事） 

新聞で紹介することもありますが、民放ラジオの番組にＮＨＫが出て行ったりというこ

ともはじめています。新番組のラッピング電車を走らせたりしてはいますが、なかなか決

定打にはなりません。なにか知恵がありますか。大学で何をしたらいいのでしょうか。 

【参加学生】 

◇さきほどの冊子ではなく、この「ＷＯＮＤＥＲ」のようなリーフレットなら僕らの目に

もつくし、見てみようかなと思います。 

◇こういう冊子でも置く場所を考え、同じ内容でもそれぞれの世代にあったものを作って

若い人が集まるようなところには若者向けのものを設置したほうがよいと思います。若
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者向けに砕けすぎると年配層の方には、それをよしと思わない方もいるとは思いますが、

今のままだとやっぱり若者はあまり興味を持たないと思います。 

（吉国理事） 

 ＮＨＫネットクラブで会員を募集しています。入会すると、いろんな番組の情報や見学

会、催しものに優先的に入られるといった特典もあります。もしよろしければ一度ご覧い

ただいて、無料なのでぜひ登録してみてください。 

 

 

 

【Ａグループの学生代表者による発表】 

 

テーマ１の『ＮＨＫの接触者率』については、接触者率を上げるためにはＮＨＫを見る

きっかけを作っていくことが大事という意見がありました。また硬いイメージや遊び心が

なく抜けがないというイメージを取り払うことが大事なのではないかという意見もありま

した。一方で、医療系や刑事ドラマなど少し硬めのドラマを放送すると接触者率をあげる

ことができるのではないかという意見もありました。 

次にテーマ２の『受信料の支払率』について、「受信料をすべての方に公平に負担しても

らいたい」というＮＨＫのいう負担金ということをはじめはまったく知らずに「どうして

ＮＨＫのために支払っているのだろう」というイメージを持っていました。負担金として

公平に皆さんから払ってもらいたいということをＮＨＫはもっと広報しなくてはいけない

と思いました。見ていないのに支払わなくてはいけないのかと思う方が多いようなので、

支払率を上げるためにはもっと宣伝をしてどのような番組をしているか知ってもらう必要

があると思います。たまたま見るというのではなくて、見たいから見ると思えるような番

組の宣伝をするべきだと思います。 

テーマ３の『どのようなＮＨＫであってほしいか』についてですが、硬いイメージをす

べて取り払うのではなく、硬いイメージを残しつつも親しみやすいＮＨＫであってほしい

と私たちは思っています。教育テレビの『おかあさんといっしょ』は、みんな子どものと

きは見ていました。そのままずっと続けてほしいですし、ドキュメンタリーも他局のもの

よりも内容が深くて濃いものが多いという意見がありました。提案として、もっとコアに

野球選手一人を追いかけて毎週紹介していくようなドキュメンタリーをやってほしいとい

うのがありました。また、ＮＨＫは女性っぽいという意見もありました。空気のような存

在で絶対になくてはならないのに奥ゆかしさがあって、あまり前面に出てこないイメージ

がある。もっと積極的にアピールする部分も必要なのではないかということです。 

 

 

【Ｂグループの学生代表者による発表】 
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テーマ１の『ＮＨＫへの接触者率を上げるにはどうしたらいいか』については、ＮＨＫ

の番組宣伝は硬く、またそれを知る機会が少ないという意見が出ました。もっと宣伝を柔

らかくして、知る機会を増やすことが必要なのではないかという結論になり、まだあまり

目立っていない放送以外のインターネットや電車広告などの媒体での宣伝を増やしたらい

いのではないかという意見がありました。また番組セットをもう少しカラフルにしたり、

ＢＧＭをもう少し明るくすることでもっと気軽に若い人にも見てもらえるようになるので

はないかという意見がありました。またドラマもたくさん作ってはいるのですが、人気の

ある俳優をもっと集めたら若い人に興味を持ってもらえて接触者率が上がるのではないか

という結論になりました。 

 テーマ２の『受信料』について出てきた意見ですが、一人暮らしの学生にとって受信料

の徴収をされるスタッフの方が不審な人なのではないかと思ってしまいます。もう少しテ

レビなどでＮＨＫのスタッフはこういった身分証を持っているといったＰＲをしてほしい

という意見がありました。あと学生の立場としては、少しでも値段が下がると支払いやす

いのでもう少し家族割引があるということを宣伝していただければと思います。 

 テーマ３の『どのようなＮＨＫであってほしいか』という内容については、確かな情報

で信頼感のある局といった部分はこれからも守ってほしいという意見が出されました。そ

れに遊び心をプラスしていただけるといいなと思います。今放送されているバラエティー

もおもしろいけれど少し無理をしているのがわかる番組もあります。若い人に見てもらう

ためにはいいのかもしれませんが、やはり民放にはできないマイナーなことも取り上げる

ようなＮＨＫであってほしいという結論になりました。 

 

 

【Ｃグループの学生代表者による発表】 

 

 テーマ１の『ＮＨＫへの接触者率について』は、民放のほうが気楽なので民放を見ると

いう人が多かったですが、その上で私たち 20代がどうしたらＮＨＫを見るようになるか考

えてみました。まずはネットの開拓です。パソコンのホームページは充実しているようで

すが、私たちの多くが接触するのは携帯です。通勤通学中の交通機関では、パソコンでネ

ットを簡単に見られないので、携帯のホームページを充実させて、通勤通学中の交通機関

でのＰＲをもっと増やすべきだと思います。また、やはり硬いとか興味がないので見ない

から、私たちの世代が興味を持ちやすいように楽しい語学番組を制作したり、番組に魅力

的な出演者を起用したりすればいいのではないかという意見もありました。またＣＭもた

くさん放送されているようですが、内容がしっかりと伝わらず魅力も伝わってこないので

もっとわかりやすくするべきではないかという意見が出ました。 

 テーマ２については、受信料は高いのではないか、また、現在は他のメディアは無料で

情報を得られるのに何で払わなくてはいけないのかといった意見が出されました。さらに

まったく見ていないのに払わなくてはいけない理由もわかっていませんでした。それがオ
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リンピックやワールドカップの放送権料がものすごく高いということや、教育番組をはじ

めＮＨＫにしかできないことがたくさんあるということがわかって受信料は払わなくては

いけないなと感じました。また、自分たちがＮＨＫをどれだけ頼っており必要としている

かもわかってきました。受信料について、視覚的に私たちの世代でも受け入れやすいよう

に説明をしてもらいたいと思います。もう一つ、私の実体験でもありますが、徴収に来ら

れるスタッフの方が怖いという印象があります。割引などの説明もなく、きちんと指導を

していただければ、もっと払いやすくなるのではないかという意見がありました。 

 最後の『どのようなＮＨＫであってほしいか』については、やはり硬いイメージがあり

ますが、それは逆に言えば、しっかりしているとか信頼できるということでもあるので、「た

めになり勉強になる番組」を今のように続けていただきと思います。また民放ではできな

いようなハイクオリティーな映像や内容が信頼できる番組を作ってほしいという意見もあ

りました。ただ、ＮＨＫを見るきっかけとなるような気楽でゆるさのある番組という思い

もあり、夜の時間帯ではなく私たちが見やすい時間帯にもそういった番組を放送していた

だきたいと思いました。 

 

 

【Ｄグループの学生代表者による発表】 

 

 このグループでは、１週間のうちＮＨＫに５分以上接触している人は半分しかいなくて、

ＮＨＫに対する知識も乏しい人が多かったのですが、テーマに限らずＮＨＫはＰＲ不足だ

という意見が出されました。それは番組も受信料のこともどちらにも言えることです。特

に受信料については、一人暮らしの学生に対する家族割引の半額措置がされているという

話を全員知りませんでした。また、受信料という名前が硬く、名前を変えたほうがもっと

接しやすくなるのではないかという意見も出されました。またネットを利用することが多

い僕たちの世代にとっては、受信料という名前自体に違和感があり、それが疎遠になって

いる原因ではないかという意見もありました。あと提案として、総じてＮＨＫにしかでき

ないことを期待しているし、してほしいと言いました。具体的にはバラエティー番組を増

やすのではなくアメリカンフットボールなどのマイナースポーツを取り上げるような民放

ではできないような番組を制作すること。そして教育番組やドキュメンタリーに力を入れ

てもっとＰＲをうまくやってほしいといった意見が出されました。 

 

 

 

《自由質疑応答》 

 

【参加学生】 

 毎朝ラジオを聞きながら、学校に行く用意をしています。ラジオの番組は年配の方向け
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のものが多く、私たち世代向けではないものが多いように感じるのですが、番組の構成な

どはどのように考えていますか。アンケートを取るなどされているのでしょうか。若い人

向けにラジオ番組を作るならどういったことを取り入れようとするのかお聞かせください。 

（塚田理事） 

 ＮＨＫのラジオ第１放送と聞くと、どうしても『ラジオ深夜便』を思い浮かべる方が多

く年代の高い方がラジオをゆっくりと聴くというイメージですが、実は若い人にもぜひラ

ジオを聴いていただきたいと思っています。音声はコミュニケーションのツールとして非

常に率直に伝わりますし、テレビだとカメラなどがあっていろいろと大仕掛けになるので、

もっと身軽にいろんなことを発表しあえるのがラジオだと思っています。今、東京では青

山学院大学のキャンパスの一角にスタジオを作って、そこから若者向けの番組を放送した

り、週末の夜にはさまざまな取り組みをしております。ぜひ具体的にこんな番組がほしい

といったような声を聞かせていただければ、参考にしたいと思います。 

【参加学生】 

 今 40代の社会人学生です。ＮＨＫスポーツのテーマソングについてお尋ねします。民放

にしても 30年間、まったくテーマソングが変わっていません。あれをもう少し今風にアレ

ンジしてかっこよく変えることはできないものでしょうか。 

（塚田理事） 

 変えてはいけないことはなくて、長年親しまれているので使っているものもあります。

スポーツ番組も最近は冒頭にテーマソングから入らず、そのときの状況を言葉で伝えたあ

と、音楽が流れたりといろいろ工夫しているところです。また検討したいと思います。 

【参加学生】 

 僕は来年、就職活動なのですがＮＨＫではどんな人材を募集しているんでしょうか。 

（八幡理事） 

 ＮＨＫの場合は、記者、ディレクター、技術、アナウンサーなど職種によって適性が違

うということがあります。例えば、記者志望であれば、やはり世の中の真実をどう見抜い

ていくのかが問われ、物事を突き詰める意識が求められると思います。ディレクターであ

れば、世の中に自分の考えをどう伝えるのか発想していく力が必要だと思います。日本で

も世界でもきちんと世の中を見て問題の本質や感動を表現できることが大きなキーワード

でもあると思います。 

【参加学生】 

 時間ごとの編成について実際はどうなっているのかというのがあります。結構、昔から

やっている番組をそのままの時間帯でやっているのも多いのであれは変えられないんでし

ょうか。 

（吉国理事） 

 いろんな人たちの生活時間帯を調べて、できるだけ見てもらえるように番組を出してい

こうという考えは変わっていませんが、番組の編成はかなり変わってきています。今回朝

のドラマの時間帯を動かしましたが、視聴習慣に影響しますので配慮していかなくてはな
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りません。先月、旭川の「視聴者のみなさまと語る会」で出たご意見で、教育テレビのラ

ジオ体操の放送開始時間を５分動かしたことで困っているというご意見がありました。そ

うしたご意見がありましたら参考にさせていただきたいと思います。 

【参加学生】 

 ＮＨＫでは、特定の商品にサービスはしないような工夫がされていると思うのですが、

昨年の紅白歌合戦においては、他局の宣伝になるようなことや映画のＰＲ効果があったの

ではないかと思いました。そういった点についてはいかがでしょうか。 

（吉国理事） 

 例えば、昔は催しものをやっているデパートの名前を言わないことがありました。それ

から会社のインタビューのとき、会社名は出さないこともありました。しかし、必要な情

報を出さないことや皆さんが興味をもっていることを過剰に抑えてしまうのは、好ましく

ないというのが今の判断です。節度を持ち必要な情報は伝えていくことは必要じゃないか

と思っています。 

（塚田理事） 

 別の角度で紹介します。６月に環境キャンペーンを日本テレビといっしょに行います。

関西でいうと読売テレビです。日本テレビのパーソナリティーは加藤清史郎君で、ＮＨＫ

の環境キャンペーンパーソナリティーの藤原紀香さんといっしょに記者会見を開きました。

これは、環境についてできるだけ広く知ってもらうためにＮＨＫを見ている人にも読売テ

レビを見ている人にも知るきっかけにしてもらいたいという思いで積極的にいっしょに進

めていきます。 

 

 

 

《経営委員のまとめのあいさつ》 

 

（井原委員） 

 きょうの大学での意見聴取でひそかに願っていたことがありました。今、教育テレビで

人気を呼んでいる『ハーバード白熱教室』という番組がありますが、あのように学生さん

から自由で多様な意見をいただきながら議論が深まればいいなと思っておりました。議論

の中で、若い方のＮＨＫへの接触のあり方、受信料についての考え方、あるいは公共放送

のあり方についてご意見がいただけことをたいへんうれしく思っております。ＮＨＫのよ

い点、悪い点をしっかり評価して、少し言い方を変えればＳＷＯＴ分析に基づくような形

でご意見を言っていただきました。とりわけ印象深かったのは、ＮＨＫはいつのまにか空

気のような存在になってしまっているのでもっと前に出て積極的に公共放送の役割は何な

のか、受信料はなぜ必要なのかといったことをわかるように説明することが必要ではない

かというご意見をいただきました。いただいたご意見を大切にしながら今後もＮＨＫの業

務運営に執行部の皆さんともども頑張っていきたいと思います。 
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（大滝委員） 

 きょうは皆さんのお話を伺って特に３つ感じました。１つは、皆さんにＮＨＫのことが

なかなかうまく伝わっていないという実感を非常に強く持ちました。例えば、受信料のこ

とや受信料の割引のしくみのこと、あるいは、最近始めているＮＨＫオンデマンドのこと

など本来ならばもう少しきちんといろんな形でうまく皆さんに伝わっていなければならな

いにも関わらず、伝わっていないという思いが非常に強くしました。 

 ２つ目は、多くの皆さんがＮＨＫの持っているよさや魅力について一定の評価をいただ

いていることがわかりました。例えば、クオリティーの高い番組を作っているとか、ＮＨ

Ｋを見ていると安心感があり信頼感はそこから生まれてくるといったようなことです。そ

れを私たちは、きちんと自信をもってこらからも仕事をしていく必要があると思います。 

 ３つ目は、最近若い人たち向けに『サラリーマンＮＥＯ』や『着信御礼！ケータイ大喜

利』といった番組を作っています。でもこの評価は、半分の方はおもしろいと言っていた

だきましたが、半分の方はＮＨＫは無理をしているのではないかという非常に辛らつな評

価がありました。ＮＨＫとしても多分皆さんにアプローチしていくことについては途上に

あるのではないかと思っています。もう少しいろんな試行錯誤をしながら、皆さんに無理

をしていると感じさせないような素直な番組をきちんと作っていけたらいいのかなと感じ

ました。 

（桑野委員） 

 私もやはり皆さまのもとにＮＨＫからの情報が届いていないことや説明不足、ＰＲ不足

であることを改めて痛感いたしました。同時に学生の皆さんの言葉がとても魅力的で、グ

ループディスカッションでも、発表でも豊かな表現力があると思っておりました。私ども

が忘れていたというと変なのですが、ほんとうに気付かなかった重要なことをきょうは学

生の皆さんに教えていただきました。これからも皆さまからいただいた声をしっかりと生

かしていきたいと思っております。 

（野間委員） 

 きょう、私が非常に印象に残ったことは３つあります。一つは公共放送ＮＨＫとして民

放と競走するのではなく民放とは違ったＮＨＫ独自の番組やＮＨＫにしかできない立場を

守ってほしいというご意見です。これは４つのグループ共通のご意見として受け止めまし

た。そして、その生活に欠かせないという公共放送の役割をしっかりと宣伝してほしいと

のことでした。 

２つ目は、子どものころ見ていた教育テレビの番組を大人になって見てもやはりおもし

ろかったので、いい番組は続けながら新しいことも取り入れていってほしいといわれまし

た。ＮＨＫの福地会長も、変える勇気と変えない勇気が必要ということをいわれます。 

 ３つ目は、Ｄグループの中でマイナーなスポーツやバレエなど専門的なジャンルの番組

を増やしてほしいというご意見がありました。その根底にある考え方は、多様なジャンル

の番組を出すことによって視聴者の皆さんにとって興味の幅が広がるということだと思い

ます。これも非常に心に残ったご意見でした。 
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きょうお会いした学生の皆さんは、自分自身の考えをしっかりと持っておられました。

しかも番組を素直にしっかりと見てくださっていることがとてもうれしく思いました。日

本の将来を非常にたくましく思い、あたたかい気分になりました。ありがとうございまし

た。 

 

 

<ミーティング終了後の経営委員の感想> 

 

◇受信料体系や割引制度、ＮＨＫオンデマンドなどのサービスについて学生に正確に伝え

られていないことを痛感しました。今後はテレビ以外のパソコンや携帯電話などを通じ

て、若年層にＮＨＫのことを正しく伝える努力をもっと行う必要を感じました。 

◇ＮＨＫの公共放送としての価値や番組のクオリティーの高さ、またＮＨＫのもつ安心感

や信頼感については学生が一定の評価をしていることが確認できました。こうしたＮＨ

Ｋの持つ価値やよさは大切にしていくべきです。 

◇『サラリーマンＮＥＯ』や『着信御礼！ケータイ大喜利』など若者向けの番組に関して

は、一定の評価を受けた反面、ＮＨＫは少し無理をしているのではないかといった感想

も聞かれました。若年層もそれなりに厳しい目で番組を見ていることを確認することが

できました。 

◇最近の学生は多忙のためテレビの前に座ってじっくりと番組を見るという生活スタイル

ではなくなり、生活の中ではストレスを抱え、番組に笑いやバラエティーの要素を求め

る傾向が強いことがわかりました。こうした生活スタイルの変化に合った番組を制作し

ていく必要があります。 

◇学生の皆さんは、子どものときに見ていた番組の印象をＮＨＫの基本として考えており

日々の報道や番組に信頼感を持っているなど、それぞれ自分のＮＨＫ感を持っているこ

とがわかりました。 

◇視聴者の皆さまの公平な受信料の負担によって公共放送が成り立っていることをもっと

社会の中で伝える工夫が必要だと思いました。 

◇会場の雰囲気がすばらしく、気持ちよく会を進行できました。参加人数も一人ひとりの

学生の意見をじっくりと聞くには適切な人数だと思いました。時間帯も学生の授業時間

や参加しやすさを考えれば適切だったと考えます。 

◇今後、「若い方＝大学」という組み合わせだけではなく、多様なやり方で開催してもよい

のではないかと思います。そのうえで開催規模など検討したほうがいいと思います。 

◇学生一人ひとりから意見を聞けること、また私どもが直接答えられるグループディスカ

ッション、まとめ・発表という流れは、短時間で有効であると思います。 

◇学生を対象とした会には初めて参加して新鮮な印象を持ちました。学生を中心とした若

年層がＮＨＫについてどんな印象を持っているのか多面的に知ることのできる機会でし

た。こうした学生などを対象とした会は、首都圏や関西圏以外でも実施する意義のある
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ことだと思いました。 

◇学生が自ら挙手をして積極的に自分の意見をはっきりと述べる姿は好ましい印象でした。

10 名以下の人数でグループごとに意見を集約するやり方はたいへん効果的であると思い

ます。グループの学生代表の発表もまとめ方が上手なことに感心しました。 

◇大学生以外の50代以下をターゲットにして企画型の会を拡大していくことも必要である

と考えます。特に中高生や 30 代 40 代の視聴者をターゲットにする機会があってもよい

のではないでしょうか。また、番組や経営全般の意見を広く聴取するのではなく、『ＮＨ

Ｋオンデマンド』や『３-Screens』などテーマを限定した会も検討したらいいのではな

いでしょうか。 

◇ふだん意見聴取しづらい学生の率直な考えや要望を聞くことができて有意義でした。 

最も印象に残ったことは、受信料制度について理解が不足していましたが、説明をする

とすぐに認識いただけたことです。その意味で受信料の支払い方法などに止まらず制度

そのものの説明を工夫する必要があると感じました。 

◇この企画の会場として学内の会館は、ふさわしい会場でした。グループディスカッショ

ンを滞りなく実施できるスペースもあり最適でした。 

◇今回と昨年度の武蔵大学の経験から「語る会」の趣旨に照らすと、学生対象の場合だけ

でなく、適宜グループディスカッションや円卓形式を取り入れることも有効ではないか

と思います。 
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＜当日会場アンケート集計結果＞ 

 

１．性別 

男 性 女 性 

13 19 

 

２．年齢 

 18 歳 19 歳 20 歳 21 歳 22 歳 40 代 

男 性 １ １ 6 4 0 1 

女 性 0 0 15 2 1 0 

 

３．今回のイベントを何でお知りになられたのか。 

放送 ホームページ チラシ 人から聞いて その他 

1 7 0 １２ １２ 

※その他の回答･･･大学のホームページ・大学の掲示・ゼミ 

 

４．今回のイベントに参加していかがでしたか。 

①たいへん満足 ②満足 ③ふつう ④不満 ⑤たいへん不満

14 17 1 0 0 

 

５．一番印象に残ったコーナーはどこでしたか（複数回答） 

①経営目標などの説明 ②グループディスカッション ③自由質疑コーナー ④アトラクション 

1 23 1 4 

 

６．ＮＨＫ経営委員会の仕事を知っていましたか 

①大変よく知っていた ②よく知っていた ③知らなかった ④その他 

1 1 30 0 

 

７．イベントに参加して、ＮＨＫ経営委員会の活動について理解が深まりましたか 

①理解が深まった ②特に変わらない ③わからない ④その他 

32 0 0 0 
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＜当日会場アンケートに記された主なご意見（抜粋）＞ 

◆この会に参加するまでは、「ＮＨＫ＝かたい・まじめ」というイメージで少し不安がありまし

た。しかし、いろいろな人の意見やお話を聞くなかで、「ＮＨＫ＝しっかり」なのだと感じま

した。災害や天気予報などしっかりと情報を伝える一方で、『鶴瓶の家族に乾杯』などざっく

ばらんな一面もあります。これからもＮＨＫはしっかりと正確な情報を伝えながら地域情報

やお笑いなどいろいろなものをとり入れてほしいと思います。 

◆グループディスカッション自体は有意義なものでしたが、大人数で一問一答になり人数が少

し多いと感じました。人数は、半分くらいがちょうどよいのではないかと思います。 

◆私は立命館大学の学生なので立命館大学でも開催していただきたいです。時間帯はきょうの

時間がちょうどよいと思います。『トップランナー』については、観客の笑い声が民放のバラ

エティーのようなので少し抑えたほうがよいと思います。 

◆お話を伺ってＮＨＫに少し興味がわきました。これからはもっと見ていきたいと思います。 

◆視聴者・国民とともに作り上げていこうという姿勢がとてもよく伝わってきました。このよ

うな機会はこれからもずっと続けていただきたいです。冒頭の経営委員の説明が少し早くて

理解ができない部分がありました。それがとても残念です。しかし最初から最後まですべて

興味深く参加してほんとうによかったと思います。またぜひ参加したいと思っています。 

◆このミーティングはとても有意義な時間でした。 

◆理不尽な要求をつきつけられてほんとうにたいへんだなと思いました。もしかしたら社会全

体がそういった動きになっているのかもしれません。社会人になったら理不尽な要求をつき

つけられることを覚悟しています。 

◆受信料の支払率が 100％となることを願っています。ぜひ次回も参加させていただきます。 

◆ＮＨＫはどうして再放送が多いのですか。 

◆若手社員の意見は聞いているのでしょうか。同じメンバーからは同じ考えしか生まれないの

で、ＮＨＫ経営委員会の構成も変えてみてはどうでしょうか。 

◆『ハーバード白熱教室』や『めざせ！会社の星』などは非常におもしろいので、よい番組を

作り続けてほしいです。 

◆『トップランナー』のプロデューサーの方との質疑応答をもっと充実させてほしかったです。 

◆現場の生の声が聞けたことがたいへんうれしかったです。若者向け番組の取り組みを応援し

ています。『サラリーマンＮＥＯ』大好きです。 

◆番組１つひとつのＰＲをもう少しインパクトが残るようにしたほうがよいと思いました。 

◆おもしろい番組はたくさんあるので、過去の番組がインターネットでもっと見られたり、レ

ンタルショップで借りられたらもっとＮＨＫのＰＲにつながるのではないかと思います。 

◆大学卒業後は、教育テレビの『天才てれびくんＭＡＸ』の番組制作に携わりたいです。 


